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称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）

概
要
と
巻
一
翻
刻

赤

松

信

映

西

村

慶

哉

佐

竹

真

城

概
要
（
佐
竹
）

は
じ
め
に

現
在
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
で
管
理
さ
れ
る
称
名
寺
聖
教
の
な
か
に
、『
法
事
讃
光
明
抄
』（
目
録
番
号：

九
四
｜
四
｜
一
〜
四
）
と

仮
に
名
づ
け
ら
れ
た
一
書
が
あ
る
。
四
巻
に
分
冊
さ
れ
た
本
書
は
、
古
目
録
類
に
は
そ
の
名
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
内
題

と

号
よ
り
、
法
然
門
下
の
覚
明
房
長
西
（
一
一
八
四
｜
一
二
六
六
）
に
よ
る
善
導
（
六
一
三
｜
六
八
一
）

『
安
楽
転
経
行
道
願
生
浄

土
法
事
讃
』（
以
下
『
法
事
讃
』
と
略
称
）
の

釈
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
古
来
、
長
西
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
は
早
く
に
散
逸
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
昭
和
の
調
査
で
顕
出
さ
れ
て
以
降
、
研
究
者
の
間
で
は
長
西
教
義
を
窺
う
上
で
重
要
な
典
籍
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
癖
の
あ
る
筆
跡
、
所
謂
く
ず
し
字
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
今
日
ま
で
一
部
を
除
い
て
翻
刻
が
紹
介

一
六
二

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
殆
ど
研
究
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
が
一
瞥
し
た
と
こ
ろ
、『
法
事
讃
光
明
抄
』
は
、
種
々
の
観
点
よ
り
重
要
な
典
籍
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

成
立
年
こ
そ
未
だ
詳
ら
か
で
な
い
が
、
文
永
五
（
一
二
六
八
）
年
の
書
写
奥
書
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
現
存
最
古
級
の
『
法
事
讃
』

釈

書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、

者
が
長
西
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
西
教
義
、
特
に
『
法
事
讃
』
巻
下
に
全
文
引
用
さ
れ
る
『
阿
弥

陀
経
』
の
理
解
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
今
日
は
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
浄
土
教
典
籍
を
数
多
く
引
用
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
は

長
西
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
鎮
西
義
第
三
祖
の
然
阿
良
忠
（
一
一
九
九
｜
一
二
八
七
）
へ
の
影
響
を
看
取
で
き
る
点
な
ど
、
長
西
教
義

研
究
の
み
な
ら
ず
、
中
世
浄
土
教
研
究
に
大
き
く
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
典
籍
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
論
は
、『
法
事
讃
光
明
抄
』
の
概
要
を
記
し
、
併
せ
て
巻
一
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
、
長
西
教
義
研
究
の
益
々
の
進
展
と
、
中
世
浄

土
教
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
巻
二
以
降
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
翻
刻
を
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
六
三

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



称名寺所蔵（神奈川県立金沢文庫管理）『法事讃光明抄』巻一 表紙>

称名寺所蔵（神奈川県立金沢文庫管理）『法事讃光明抄』巻一 巻頭>

一
六
四

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



称名寺所蔵（神奈川県立金沢文庫管理）『法事讃光明抄』巻三 巻尾>

称名寺所蔵（神奈川県立金沢文庫管理）『法事讃光明抄』巻四 巻尾>

一
六
五

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



一

書
誌
情
報

ま
ず
、
本
書
の
書
誌
情
報
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
便
宜
上
、
以
下
に
表
で
纏
め
て
お
く１

）。

装
幀

紙
数

本
文

表
紙
・
内
題
・

号
・
奥
書

書
写
者

備

考

巻
一

綴
葉

一
七
丁

漢
文

仮
名
交
）

表
紙

中
央
「
法
事
讃
﹇
上
╱
一
﹈
四
巻
内
第
﹇
一
﹈」

右
下
「
湛
睿
」
左
下
「
永
源
（
花
押
）」

内
題

「
浄
土
疑
芥
﹇
別
申
小
経
部
╱
善
導
法
事

讃
﹈」

号

「
欣
浄
沙
門
長
西
録
﹇
答
以
口
受
書
之
╱
或

加
私
解
﹈」

永
源

『
法
事
讃
』
巻
上
釈

巻
二

綴
葉

二
五
丁

漢
文

仮
名
交
）

表
紙

中
央
「
法
事
讃
﹇
下
╱
三
﹈
四
巻
内
第
二
」

右
下
「
湛
睿
」
左
下
「
永
源

花
押
）」

永
源

『
法
事
讃
』
巻
下
釈

「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
八

三
〇
頁２

））
〜「
無
量
諸
天

大
衆
倶
」

前
同
）

巻
三

綴
葉

二
八
丁

漢
文

仮
名
交
）

奥
書

「
文
永
五
年
暦
九
月
四
日
子
時
書
了
」

永
源

『
法
事
讃
』
巻
下
釈

「
捨
彼
荘
厳
」
八
三
一

頁
）
〜「
貪
瞋
即
是
身
三

業
」

八
四
四
頁
）

巻
四

綴
葉

二
一
丁

漢
文

仮
名
交
）

表
紙

中
央
「
法
事
讃
四
巻
内
第
四
」
右
下
「
湛

睿
」
左
下
「
永
源

花
押
）」

奥
書

「
文
永
五
年
﹇
戊
辰
﹈
九
月
十
日
亥
時
書
了

╱
於
洛
陽
一
条
万
里
小
路
阿
弥
陀
寺
如
形
書

写
了
╱
後
見
之
人
々
南

ア
ミ
タ
仏
一
反
穴

賢
々
々
╱
執
筆
永
源

花
押
）」

永
源

『
法
事
讃
』
巻
下
釈

「
如
我
今
者
」
八
四
四

頁
）
〜「
帝
王
人
王
」
八

六
五
頁
）

一
六
六

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



な
お
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
本
書
の
書
名
に
つ
い
て
一
考
を
要
す
る
よ
う
に
思
う
。
す
な
わ
ち
、「
法
事
讃
光
明
抄
」
と
い
う
書

名
が
、
表
紙
・
内
題
・
奥
書
等
の
何
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
現
状
の
『
法
事
讃
光
明
抄
』
と
い
う
書
名
は
、
同
じ
く
金
沢
文

庫
管
理
の
称
名
寺
聖
教
で
あ
り
、
長
西

述
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
観
経
疏
光
明
抄
』（
目
録
番
号：

九
四
｜
六
｜
一
〜
七
）
お
よ
び

『
往
生
礼
讃
光
明
抄
』（
目
録
番
号：

九
四
｜
三
）
に
準
じ
た
も
の
と
推
察
す
る
。
こ
の
二
書
の
書
名
は
、
左
表
「
金
沢
文
庫
所
蔵
長
西

著
作
書
誌
情
報
一
覧
表
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
表
紙
に
「
光
明
抄
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

『
観
経
疏
光
明
抄
』
の
内
題
に
は
「
浄
土
疑
芥
」
と
あ
る
点
か
ら
、
岸
章
二
氏
が
「
こ
の
内
題
の
浄
土
疑
芥
と
い
ふ
の
は
、
十
八
巻
の

『
観
経
疏
光
明
抄
』
は
勿
論
『
法
事
讃
光
明
抄
』、『
礼
讃
光
明
抄
』、『
論

光
明
抄
』
等
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る３

）」
と
指
摘
す
る
よ

う
に
、
長
西
に
は

浄
土
疑
芥４

）

と
い
う
一
連
の
著
作
群
が
あ
り
、
単
独
で
は
「
光
明
抄
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
金
沢
文
庫
に
は
同
様
に
長
西
の
著
作
と
し
て
『
群
疑
論
疑
芥
』（
目
録
番
号：

九
四
｜
五
｜
一
〜
三
）
の
書

名
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
本
書
も
一
応
は
『
法
事
讃
疑
芥
』
と
名
付
け
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
、
筆
者
が
過
去
に
執
筆
し
た
論

に
お
け
る
引
用
や
、
こ
れ
よ
り
以
下
の
小
論
に
お
け
る
呼
称
は
、『
法
事
讃
疑
芥
』
と
す
る

こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

金
沢
文
庫
所
蔵
長
西
著
作
書
誌
情
報
一
覧
表

聖
教
名

表
紙
・
内
題
・

号
・
奥
書

『
往
生
礼
讃
光
明
抄
』
巻
二
・

三
（
合
冊
）

表
紙

中
央
「
往
生
礼
讃
﹇
光
╱
明
﹈
抄
三
巻
内
﹇
第
二
自
日
没
╱
第
三
訖
後
序
﹈」
右
下
「
湛

睿
」
左
下
「
永
源
（
花
押
）」

奥
書

「
文
永
五
年
八
月
十
六
日
╱
礼
讃
三
巻
内
第
二
」

一
六
七

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



『
観
経
疏
光
明
抄
』
巻
二
断
簡

奥
書

「
文
永
六
年
九
月
十
一
日
酉
時
書
了
於
花
洛
一
条
万
里
小
路
ア
ミ
タ
寺
╱
写
也
後
見
人
々

念
仏
十
反
穴
賢
々
々
╱
執
筆
永
源
春
秋
廿
九
」

同
巻
三

表
紙

中
央
「
□
□
疏
﹇
光
╱
明
﹈
抄
﹇
玄
七
╱
第
三
﹈
十
八
巻
内
第
三
﹇
自
序
題
門
╱
至
釈
名

門
﹈」
右
下
「
湛
睿
」
左
下
「
永
源
（
花
押
）」

奥
書

「
文
永
六
年
九
月
十
日
巳
時
書
了

於
一
条
万
里
小
路
ア
ミ
タ
寺
写
也
」

同
巻
五
断
簡

奥
書

「
文
永
五
年
六
月
十
八
日
書
了

花
洛
北
小
路ニテ
書
□
」

同
巻
八

表
紙

中
央
「
□
経
疏
﹇
光
╱
明
﹈
抄
﹇
序
三
╱
第
一
﹈
十
八
巻
内
第
八
﹇
自
証
信
序
╱
至
化

序
﹈」
左
上
「
観
経
序
分
義
抄
第
一
」
右
下
「
湛
睿
」
左
下
「
永
源
（
花
押
）」

内
題

「
浄
土
疑
芥
﹇
別
申
観
経
部
╱
善
導
疏
第
二
﹈」

号

「
欣
浄
沙
門

長
西
録
﹇
答
以
口
受

書
之

╱
或
以
私
解

加
之
﹈」

奥
書

「
文
永
六
年
九
月
廿
一
日
戌
時ニ
書
了

於
洛
陽
一
条
万
里
小
路
╱
阿
弥
陀
院
写
之
╱
執
筆

永
源
﹇
春
亀
╱
廿
九
﹈」

同
巻
十

表
紙

中
央
「
観
経
疏
﹇
光
╱
明
﹈
抄
﹇
序
三
╱
第
三
﹈
十
八
巻
内
第
十
﹇
自
厭
苦
縁
╱
至
終
﹈」

左
上
「
観
経
序
分
義
抄
第
三
」
右
下
「
湛
睿
」
左
下
「
永
源
（
花
押
）」

奥
書

「
文
永
五
年
﹇
戊
╱
辰
﹈
六
月
廿
四
日

執
筆
永
源
（
花
押
）
╱
為
洛
陽
武
者
小
路
万
利

小
路
観
音
堂
書
之
畢
」

同
巻
十
五
・
十
六
（
合
冊
）

表
紙

中
央
「
□
経
疏
﹇
光
╱
明
﹈
抄
﹇
散
四
╱
一
二
﹈
十
八
巻
内
﹇
第
十
五
﹇
自
始
╱
至
就
人

立
信
﹈
╱
第
十
六
﹇
自
就
行
立
信
╱
至
上
品
上
生
﹈」
左
上
「
観
経
散
善
義
抄
第
一
第
二
」

右
下
「
湛
睿
」
左
下
「
永
源
（
花
押
）」

内
題

「
浄
土
疑
芥
﹇
別
申
観
経
部
╱
善
導
疏
第
四
﹈」

号

「
欣
浄
沙
門
長
西
録
﹇
答
以
口
入
書
之
╱
或
以
私
解
﹈」

一
六
八

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



二

『
法
事
讃
疑
芥
』
に
関
す
る
先
行
研
究

次
に
、
本
書
へ
言
及
が
見
ら
れ
る
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

・
塚
本
善
隆
博
士
「
金
沢
文
庫
所
蔵
浄
土
宗
学
上
の
未
伝
稀

の
鎌
倉
古
鈔
本
」（『
浄
土
学
』
巻
五
╱
六
・
五
七
五
｜
五
七
六
頁
、
一
九

三
三
年

※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

法
事
讃
（
光
明
抄
）
四
巻
内
第
一
、
第
二
、
第
四
、
長
西

、
永
源
手
沢
、
湛
睿
所
持
本

奥
書

「
文
永
六
年
九
月
廿
二
日
巳
時
許
書
了

於
京
洛
一
条
万
里
小
路
ア
ミ
タ
寺
写
□
╱
執
筆

永
源
﹇
春
秋
廿
九
﹈」

同
巻
十
七
・
十
八
（
合
冊
）

表
紙

中
央
「
観
経
疏
﹇
光
╱
明
﹈
抄
﹇
散
四
╱
三
四
﹈
十
八
巻
内
﹇
第
七
﹇
自
上
品
中
生
╱
至

中
品
下
生
﹈
╱
第
八
﹇
自
下
品
上
生
至
終
也
﹈﹈」
右
下
「
湛
睿
」
左
下
「
永
源
（
花
押
）」

奥
書

「
文
永
六
年
九
月
廿
四
日
□
□
於
□
□
一
条
万
里
╱
小
路
□
ミ
タ
院
写
也
╱
執
筆
永
□

（
花
押
）」

『
群
疑
論
疑
芥
』
巻
六

表
紙

右
上
「
群
疑
論
第
六
疑
芥
答
」
右
下
「
称
名
寺
」
左
下
「
伝
覚
静
╱
西
観
」

内
題

「
浄
土
疑
芥
﹇
通
申
説
経
部
╱
群
疑
論
第
六
﹈」

同
巻
七

表
紙

中
央
「
群
疑
論
疑
芥
第
七
」
左
下
「
伝
覚
静
」
右
下
「
金
沢
称
名
寺
╱
西
観
」

内
題

「
浄
土
疑
芥
﹇
通
申
説
経
部
╱
群
疑
論
第
七
﹈」

同
巻
八

表
紙

中
央
「
群
疑
論
疑
芥
第
八
」
右
下
「
称
名
寺
」
左
下
「
伝
覚
静
╱
西
□
」

『
浄
土
論
注
要
文
抄
』（
仮
題
）

奥
書

「
文
永
六
年
八
月
廿
八
日
子
時
□
□
一
条
万
里
小
路
也
」

一
六
九

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



第
一
冊
の
表
紙
に

法
事
讃

上
╱
一

四
巻
内
第
一

そ
の
巻
初
に
は

浄
土
疑
芥

別
申
小
経
部
╱
善
導
法
事
讃

欣
浄
沙
門
長
西
録

答
以
口
受
書
╱
之
或
加
私
解

と
あ
り
。
第
四
の
終
に
は

文
永
五
年

戊
辰

九
月
十
日
亥
時
書
了

於
洛
陽
一
条
万
利
小
路
阿
弥
陀
寺
如
形
書
写
、
後
見
之
人
々
南
無
阿
弥
陀
佛
一
反
穴
賢
穴
賢
、
執
筆
永
源
花
押

の
奥
書
を
見
る
。
以
て
此
書
が
⑼
観
経
疏
光
明
抄
、

往
生
礼
讃
光
明
抄
と
共
に
長
西
の
著
述
を
永
源
が
京
都
に
て
書
写
せ
る
も

の
な
る
を
知
る
。

・
岸
章
二
氏
「
金
沢
文
庫
所
蔵
『
観
経
疏
光
明
抄
』
玄
七
第
五
（

）
同
序
三
第
一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の
一
問

題
」（『
宗
学
研
究
』
巻
一
一
・
一
五
四
頁
、
一
九
三
五
年

※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

『
観
経
疏
光
明
抄
』
の
諸
問
題
を
論
じ
る
な
か
で
、
処
々
に
本
書
の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
、
内
容
も
概
ね
把
握
し
て
い
る
様
子
が
窺
え

る
。
た
と
え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

又
こ
ゝ
に
今
師
と
い
ふ
は
善
導
を
指
し
て
ゐ
る
如
く
、『
観
経
疏
光
明
抄
』、『
法
事
讃
』
及
び
『
礼
讃
』
の
『
光
明
抄
』
に
あ
つ

て
は
、
善
導
呼
ぶ
に
今
師
若
く
は
和
尚
の
略
称
を
用
ひ
、
元
祖
法
然
上
人
を
呼
ぶ
に
上
人
な
る
敬
称
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
文
言
を
引
用
し
、
内
容
へ
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
。

・
安
井
広
度
博
士
『
法
然
門
下
の
教
学
』（
三
六
頁
、
一
九
三
八
年
﹇
一
九
六
八
年
複
刊
﹈

※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

⑺
『
浄
土
疑
芥
』

一
七
〇

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



『
群
疑
論
疑
芥
』
第
七
巻
の
内
題
に
「
浄
土
疑
芥
通
申
諸
経
部

群
疑
論
第
七
」
と
記
し
、『
観
経
疏
序
分
義
光
明
抄
』
の
初
に
「
浄
土
疑
芥
別
申

観
経

部
善
導

疏
第
二
」
と
記
し
、『
法
事
讃
光
明
抄
』
の
初
に
「
浄
土
疑
芥
別
申
小
経
部

善
導
法
事
讃
」
と
記
す
所
を
見
る
と
、
彼
に
は
「
浄
土
疑
芥
」
と
題

す
る
大
部
の
浄
土
教
に
関
す
る
著
述
が
あ
つ
た
や
う
に
察
せ
ら
れ
る
。
全
部
で
何
巻
あ
つ
た
か
解
ら
な
い
が
、『
観
経
疏
光
明

抄
』
十
八
巻
の
う
ち
、『
玄
義
分
』（
七
巻
）
は
序
題
門
釈
名
門
等
を
存
し
、『
序
分
義
』（
三
巻
）
は
第
二
巻
を
缺
き
、『
定
善

義
』（
四
巻
）
は
全
部
を
缺
き
、『
散
善
義
』（
四
巻
）
は
大
概
之
を
伝
へ
、
そ
の
他
に
、『
法
事
讃
』、『
礼
讃
』、『
論

』
等
の

鈔
を
残
し
て
ゐ
る
。

・
石
田
充
之
博
士
『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』（
二
九
九
｜
三
〇
〇
頁
、
一
九
五
二
年

※
傍
線
お
よ
び
山
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
と

）

⑸
法
事
讃
光
明
抄
（
一
、
二
、
四
の
三
巻
三
冊
現
存
）（
金
沢
文
庫
蔵
）
…
…
一
連
の
「
浄
土
疑
芥

※

」
な
し
は
原
文
マ
マ

と
内
題
す
る
議
義
録
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
、
門
弟
の
私
解
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
大
体
そ
の
著
と
推
定
さ
れ
る
。

・
石
田
充
之
博
士
『
法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下

（
七
八
頁
、
一
九
七
九
年

※
傍
線
お
よ
び
山
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
と

）

⑸
法
事
讃
光
明
抄
（
一
、
二
、
四
の
三
巻
三
冊
現
存
）
永
源
手
沢
本
湛
睿
所
持

※
「
金
沢
文
庫
蔵
」
の
脚

あ
り

…
…
一
連
の

『
浄
土
疑
芥
』
と
内
題
す
る
長
西
の
議
義
録
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
門
弟
の
私
解
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
大

体
長
西
師
の
思
想
内
容
を
伝
え
る
著
述
で
あ
る
と
思
惟
し
て
宜
し
い
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
書
中
門
弟
の
私
解
が
多
く
加
え
ら
れ
て
お
っ
て
時
に
長
西
の
説
か
門
弟
の
説
か
判
別
に
苦
し
む
点
が
あ
る
故
、
そ
の
辺

の
判
別
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・『
浄
土
宗
大
辞
典
』（
巻
三
・
二
八
四
頁
、
一
九
八
〇
年

※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

ほ
う
じ
さ
ん
の
ま
っ
し
ょ
【
法
事
讃
の
末
書
】
…
…
九
品
寺
流
で
は
長
西

・
永
源
写
の
「
光
明
抄
」
四
巻
（
第
三
巻
欠
）
が
あ

一
七
一

称
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寺
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明
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に
つ
い
て
（
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る
。
本
書
は
覚
明
房
長
西
が
『
法
事
讃
』
を
講
じ
た
稿
本
を
、
一
二
六
八
年
（
文
永
五
）
永
源
が
京
都
一
条
万
里
小
路
阿
弥
陀
院

に
お
い
て
書
写
し
た
も
の
。

・
吉
田
淳
雄
氏
「
長
西
の
著
作
に
つ
い
て
」（『
仏
教
論
叢
』
巻
四
四
・
九
七
頁
、
二
〇
〇
〇
年

※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

法
事
讃
光
明
抄
は
、
従
来
は
第
一
・
二
・
四
巻
の
み
現
存
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
四
巻
全
て
が
現
存
す
る
。
た
だ
し
巻
二
の
巻

末
と
巻
三
の
巻
初
は
欠
落
し
て
い
る
。
巻
一
は
上
巻
の
釈
、
残
る
巻
二
〜
四
は
下
巻
の
釈
で
あ
る
。

外
題
は

法
事
讃

上
╱
一

四
巻
内
第
一

法
事
讃

下
╱
三

四
巻
内
第
二

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
巻
一
に
は

浄
土
疑
芥

別
申
小
経
部
╱
善
導
法
事
讃

欣
浄
沙
門
長
西
録

答
以
口
受
書
之
╱
或
加
私
解

と
の
内
題
を
有
す
る
。

・『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』（
一
三
一
八
頁
、
二
〇
一
六
年

執
筆：

吉
田
淳
雄
氏

※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

法
事
讃
光
明
抄

四
巻
。
長
西

。
金
沢
文
庫
保
管
。
善
導
『
法
事
讃
』
の

釈
書
。
巻
二
の
巻
末
と
巻
三
の
巻
初
は
欠
落
す
る

も
の
の
四
巻
全
て
が
現
存
す
る
。
巻
一
は
上
巻
の
、
巻
二
以
降
は
下
巻
の
釈
で
あ
る
。
昭
和
初
期
に
金
沢
文
庫
よ
り
発
見
さ
れ
た

典
籍
の
一
つ
で
、
諸
行
本
願
義
の
立
場
か
ら
の
『
法
事
讃
』
ひ
い
て
は
『
阿
弥
陀
経
』
理
解
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。

如
上
、
本
書
の
存
在
お
よ
び
貴
重
性
・
重
要
性
に
は
言
及
し
な
が
ら
も
、
外
面
的
な
情
報
の
紹
介
の
域
を
出
る
も
の
は
な
く
、
内
容

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
論

は
確
認
で
き
な
い
。

一
七
二
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三

『
法
事
讃
疑
芥
』
の
内
容

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
法
事
讃
疑
芥
』
は
『
法
事
讃
』
の

釈
書
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
『
法
事
讃
』
の
本
文
を
「
●
●
等
事
」

と
細
分
し
、
多
く
の
経
論
釈
を
引
用
し
な
が
ら

者
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
法
事
讃
』
巻
下
に
は
『
阿
弥
陀
経
』
が
全

文
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
西
に
お
け
る
『
阿
弥
陀
経
』
理
解
が
窺
え
る
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
は
、『
阿
弥
陀
経
』

釈
に
あ
た
っ
て
多
く
の
文
献
を
引
用
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
今
日
で
は
散
逸
し
て
伝
存
し
な
い
典
籍５

）が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
本

書
の
価
値
を
大
き
く
高
め
る
も
の
と
考
え
る
。
以
下
、
本
書
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
説
示
を
数
例
紹
介
し
た
い
。

例
①疑ヒテ

云ハ
、ク
不

論セ
念
仏ト
諸
行トヲ
ミ
タノ
光
明ハ
摂スル
往
生
人ヲ

。
答フ
。
摂
取ハ
必ス
可キ
限ル
念
仏ニ
也
。

（
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
一
・
三
丁
左６

））

阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
念
仏
と
諸
行
と
を
分
け
隔
て
な
く
往
生
人
を
摂
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
摂
取
は
必
ず
念
仏
に
限
る

と
答
え
て
い
る
。

例
②又

雑
善トハ
者
何
等

。
答フ
。
念
仏ノ
外ノ
諸
行
也
。
此
即チ
正
雑
二
行ノ
中ノ
雑
行
也
。
（
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
二
四
丁
左
）

雑
善
と
は
念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
り
、
正
雑
二
行
で
い
え
ば
雑
行
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。

例
③又

雑
善ハ
何ソ
難キ
生シ

。
答フ
。
疎
遠ナルカ
故
也
。
疎
遠ナルカ
故ニ
力
弱キ
也
。
故ニ
般
舟
讃ニ
云ハ
、ク
万
行
俱ニ
廻シテ
皆
得レトモ
往ク
、コトヲ
念
仏ノ
一
行
最モ
為リ
尊
。

廻
生ノ
雑
善
恐クハ
力
弱シ
、
シト

過クルモノ
一
日
七
日ノ
念ニ
文

。

（
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
二
四
丁
左
）

一
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念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
る
雑
善
（
雑
行
）
は
疎
遠
で
あ
り
力
が
弱
い
か
ら
往
生
し
難
い
こ
と
を
、『
般
舟
讃
』
を
文
証
と
し
て
述
べ

て
い
る
。

例
④以テ

真
観ノ
三
縁
之
釈ヲ
准シテ
彼ニ
案スルニ
之ヲ
、
今
人
能
念
仏
々
還
念トハ
者
、
散
心
也
。
此
得

三
業ヲ
。
如シ
真
身
観ノ
口
常
称
念
等ノ
。
此
即チ
念
仏

三
昧
為
宗
之
意
也
。
専
心
想
仏
々
知
人ト
ハ

者
、
此
得

意
業ノ
一
辺ヲ
。
如シ
真
身
観ノ
衆
生
憶
念
仏
等ノ
。
此
即チ
観
仏
三
昧
為
宗ノ
意
也
。
意ニ

云ハ
、ク
本
願ノ
乃
至
十
念ノ
々
仏ノ
中ニ
亘リ
三
業ニ
有ルヲ
定
散ノ
念
仏

釈
顕スル
也
。
余
処ニ
称
我
名
号
等トイフハ
者
、
此
三
業ノ
中ノ
散
称ハ
本
願ノ
正
意ナ
。リ
往
生ノ

正
業ハ
偏ニ
在リ
之ニ
。
故ニ
釈スル
肝
要ト
也
。

（
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
一
・
一
〇
丁
左
）

本
願
文
の
「
乃
至
十
念
」
は
三
業
に
わ
た
る
も
の
で
定
散
両
義
を
有
し
た
念
仏
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
散
心
の
称
名
念
仏
が
本

願
の
正
意
・
往
生
の
正
業
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

例
⑤尋ネテ

云ハ
、ク
執
持
名
号トハ
者
、
観
称ノ
中ノ
何レ

。
答フ
。
今
釈ハ
雖モ
不ト
云ハ
称
名ト
玄
義ノ
別
時
門ニ
釈シ
一
日
七
日ニ
称スルコトヲ
仏
之
名ヲ
、
礼
讃ノ
後
序ニ

釈ス
一
心ニ
称シテ
仏ヲ
不レハト
乱レ
。
又
釈シテ
十
声ヲ
十
声ハ
又
釈ス
若シ
称シテ
仏ヲ
往
生スル
者ハ
云

々
。
諸
師ハ
皆
以テ
如キ
此クノ
也
。
難シテ
云ハ
、ク
今
聞
説
ア
ミ
タ

仏トハ
者
、
指ス
上ノ
光
明
寿
命

量ノ
故ニ
名クル
ア
ミ
タ
仏ト
之
説ヲ

。
若シ
爾ラハ
者
執
持
名
号トハ
者
、
聞ヘタリ
観
念
之
境ト
。
謂ク
可キカ
観ス
光
明
寿
命

等ヲ
故ニ
、
何ソ
云フ
称
名ト

。
又
付キテ
経
之
文
言ニ
、
執
持ノ
二
字ハ
不

必シモ
聞ヘ
称
名トハ、
如
何ン
。
答フ
。
難
勢ハ
実ニ
□
爾
也
。
但
論
蔵ノ
性
相ニ
、
云ヘリ

名
句
文
身ハ
依リテ
声ニ
仮
立スト。
故ニ
名
号ハ
必ス
可キ
口ニ
唱フ
之ヲ
也
。
雖モ
爾リト
竪テテ

７
）著シテ

共ニ
不

可ラ
一
偏ス
。
経
論ノ
文
言ハ
多
含ニ
、シテ
付キテ
執
持
名
号ニ
可キ

有ル
三
業
之
行

也
。
是ヲ
以テ
諸
師ノ
解
釈
辺
々
也
。

（
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
二
二
丁
左
）

『
阿
弥
陀
経
』
の
「
執
持
名
号
」
に
つ
い
て
、
表
面
上
は
称
名
の
義
を
取
る
も
の
の
、
観
念
的
に
解
釈
し
て
い
く
義
を
完
全
否
定
せ

ず
、
経
論
の
文
言
は
多
岐
に
わ
た
り
、「
執
持
名
号
」
に
お
い
て
も
三
業
の
行
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
一
つ
の
見
解
に
執
着
す
べ
き
で
は

一
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な
い
と
述
べ
て
い
る
。

長
西
教
義
は
一
般
に
「
諸
行
本
願
義
」
と
評
さ
れ
、
法
然
聖
人
門
流
の
中
で
は
邪
義
・
異
端
の
人
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
評
価
が
一
概
に
首
肯
で
き
な
い
こ
と
は
既
に
別
稿
に
て
指
摘
し
た８

）。
そ
の
根
拠
の
一
端
を
担
っ
た
の
が
、
例
①
〜
④
等
に
一
貫
し
て

見
ら
れ
る
念
仏＝
勝
、
諸
行＝

劣
の
説
示
で
あ
る
。
殊
に
例
④
の
一
文
で
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
称
名
念
仏
を
本
願
の
正
意
と
位

置
づ
け
て
い
る
点
は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
念
仏
理
解
に
観
念
的
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
こ
と
は
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
称
名
ほ
ど
高
い
位
置
付
け
で
は
な
い
も
の
の
、
同
じ
念
仏
で
あ
る
以
上
、
観
念
に
も
同
等
の
功
能
を
認

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
の
が
例
⑤
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
執
持
名
号
」
を
称
名
の
義
で
取
り
な
が
ら

も
、
経
論
の
説
示
お
よ
び
行
が
三
業
に
亘
る
こ
と
を
理
由
に
、
観
念
的
理
解
を
否
定
は
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
三
業
に
亘
る
念
仏
理

解
を
見
せ
る
点
は
長
西
教
義
の
特
徴
と
言
っ
て
良
く９

）、
本
書
に
も
そ
の
特
徴
が
顕
現
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

内
題
割

の
「
私
解
」
に
つ
い
て

『
法
事
讃
疑
芥
』
は
、
前
述
の
如
く
長
西

述
書
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
巻
一
内
題
下
に
見
ら
れ
る
「
欣
浄
沙
門

長
西
録
」
と
の

号
で
あ
り
、
こ
れ
が
長
西

述
書
と
し
て
著
名
な
『
浄
土
依

経
論
章
硫
目
録
』、
い
わ
ゆ
る
『
長
西
録
』
に
用
い

ら
れ
る
表
記
と
一
致
す
る
こ
と
に
よ
る10

）。
ま
た
、
前
に
示
し
た
如
く
、
本
書
に
示
さ
れ
る
思
想
内
容
も
、
長
西
教
義
と
一
致
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
現
存
す
る

浄
土
疑
芥

で
は

号
を
有
し
て
い
る
場
合
、
直
下
に
割

が
施
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
「
私
解
」
の
一
語
が
確

認
で
き
る
。『
法
事
讃
疑
芥
』
も
例
外
な
く
、

号
下
の
割

に
「
私
解
」
の
一
語
が
見
ら
れ
る
。
実
際
、『
法
事
讃
疑
芥
』
を
含
む

浄
土
疑
芥

の
本
文
中
に
は
、
処
々
に
「
私
云
」
と
し
て
私
釈
を
述
べ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
私
解
」
が
こ
の
私
釈
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を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
問
題
は
「
私
」
が
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
私
釈
に
つ
い
て
、
岸
章
二

氏
は
種
々
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
上
で
「
幾
多
の
『
光
明
抄
』
は
思
想
と
し
て
長
西
の
口
述
を
弟
子
阿
弥
陀
房
が
受
け
こ
れ
に
私

解
を
加
へ
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
…
…
私
云
と
い
ふ
私
料
簡
の
一
段
は
細

の
私
解
に
応
じ
て
阿
弥
陀
房
の
主
張
と
な
る
」

（
前
掲
稿
一
七
一
頁
）
と
示
唆
し
、
安
井
博
士
は
「
門
弟
の
阿
弥
陀
房
が
師
長
西
の
説
を
録
し
…
…
自
説
を
加
へ
た
も
の
だ
と
思
ふ
」

（
前
掲
書
三
七
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
の
先
行
研
究
も
こ
の
説
に
異
を
唱
え
た
も
の
は
な
く
、

浄
土
疑
芥

の
私
解＝

阿
弥
陀
房

の
説
と
見
る
の
が
今
日
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、「
私
云
」
と
し
て
述
べ
る
説
示
に
は
、
直
前
ま
で
述
べ
て
き
た
義
、
す
な
わ
ち
長
西
義
に
対
し
て
、「
不
爾
」
と
否
定
的
な
見

解
も
多
く
見
ら
れ
る
な
ど
、
阿
弥
陀
房
の
教
学
を
知
る
上
で
も
、
長
西
お
よ
び
門
弟
と
の
関
係
を
窺
う
上
で
も
、
大
変
に
意
義
深
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
九
品
寺
流
は
早
く
に
相
伝
を
断
絶
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
長
西
教
義
と
長
西
門
弟
教
義
と
の
乖
離

が
一
因
に
あ
る
と
推
察
す
る
た
め11

）、
流
義
廃
退
の
理
由
を
探
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

五

良
忠
へ
の
影
響

長
西
と
良
忠
が
直
接
対
峙
し
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
活
躍
し
た
時
期
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
良

忠
門
弟
の
良
心
（
一
二
六
二
｜
一
三
二
三
）
が
著
し
た
『
授
手
印
決
答
受
決
鈔
』
に
、

伝
通
記ノ
筆
執ハ
者
性
心
也
。
余
人ハ
談シ
長
西
等ノ
余
流ノ
抄
物ヲ
、
及ヒ
引ケリ
要
要ノ
経
論
章
疏ノ
文ヲ
。

（『
浄
全
』
巻
一
〇
・
八
八
頁
上
｜
下
）

と
記
さ
れ
る
点
で
、
良
忠
が
『
観
経
疏
伝
通
記
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
長
西
等
の
浄
土
異
流
の
著
作
を
参
照
し
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
良
忠
を
含
め
た
鎮
西
義
の
人
師
の
著
作
に
は
、
長
西
お
よ
び
長
西
門
流
へ
の
批
判
的
言
及
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、
良
忠
の
思
想
基
盤
に
は
長
西
教
義
が
あ
り
、
良
忠
と
長
西
は
共
通
す
る
面
を
有
す
る
と
の
指
摘
も
あ
る12

）。
上
記
指
摘
は
善
導
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『
観
経
疏
』
理
解
に
限
定
し
た
見
解
で
あ
る
が
、『
法
事
讃
』
理
解
に
お
い
て
も
長
西
か
ら
良
忠
へ
の
影
響
を
看
取
で
き
る
。
以
下
に

一
例
を
示
し
て
み
よ
う
（
対
照
の
便
宜
上
、
訓
点
は
省
略
し
、
適
宜
傍
線
・
括
弧
数
字
等
を
付
し
た
）。

例
①

当
該
箇
所
は
、『
法
事
讃
』
巻
上
「
神
光
」（『
聖
典
全
書
』
巻
一
・
八
〇
二
頁
）
の
解
釈
箇
所
で
あ
る
。
前
半
の
表
現
は
両
者
両
様
の

表
現
を
と
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
後
半
の
引
文
で
あ
る
。『
法
事
讃
疑
芥
』
は
「
弘
法
大
師
」、『
法
事
讃
私
記
』
は
「
高
野
大
師
」
と
、

引
用
元
の
呼
称
お
よ
び
「
薫
」
と
「

」
と
い
う
漢
字
の
相
異
は
あ
る
も
の
の
、
前
者
は
同
一
人
物
を
指
し
、
後
者
は
音
通
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
引
文
自
体
は
全
く
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
点
、
同
一
箇
所
を

釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
証
と
し
て
用

い
る
典
籍
・
文
言
が
共
通
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
の
引
文
は
空
海
（
七
七
四
｜
八
三
五
）
著
作
中

に
完
全
一
致
す
る
文
言
は
な
く
、『
秘
蔵
宝

』
巻
上
「
是
故
本
覚
内
薫
仏
光
外
射
」（『
大
正
蔵
』
巻
七
七
・
三
六
四
頁
上
）
の
取
意
文

で
あ
る
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
同
取
意
文
は
、
管
見
の
限
り
後
世
の
鎮
西
義
系
典
籍
を
除
け
ば
『
法
事
讃
私
記
』
に
し
か
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
良
忠
は
『
法
事
讃
疑
芥
』
か
ら
孫
引
き
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

例
②

【
長
西

『
法
事
讃
疑
芥13

）』】

【
良
忠

『
法
事
讃
私
記14

）』】

尋
云
神
光
者
意
如
何
答
如
来
大
般
涅
槃
光
入
衆
生
毛
孔
内
薫
密

益
故
漸
々
善
心
増
長
也
弘
法
大
師
云
仏
光
外
射
真
如
内
薫
文

神
光
等
者
述
能
化
平
等
之
慈
悲
高
野
大
師
云
仏
光
外
射
真
如
内

已上

【
長
西

『
法
事
讃
疑
芥15

）』】

三
身
化
用
乃至

法
体

殊
等
事

疑
云
以
法
身
属
化
用

答
不
爾

修
性
顕
得
一
切
仏
皆
具
三
身
雖
化
用
云
三
身
猶
□
也
報
応
二
身

【
良
忠

『
法
事
讃
私
記16

）』】

三
身
化
用
等
者
諸
仏
如
来
皆
具
三
身
三
身
居
三
土
於
中
自
性
自
受
之

二
身
者
無
利
生
義
故
以
導
群
生
者
当
佗
受
用
変
化
身
徳
仏
仏
無
別
等
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当
該
箇
所
は
、『
法
事
讃
』
巻
上
「
三
身
」（『
聖
典
全
書
』
巻
一
・
八
〇
七
頁
）
に
関
連
し
て
、
仏
身
に
つ
い
て
解
釈
す
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
前
半
は
両
者
両
様
の
解
釈
を
施
す
が
、
後
半
で
空
海

『
弁
顕
密
二
教
論
』（
以
下
『
二
教
論
』
と
略
称
）
を
引
用
す
る

点
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
引
用
文
は
、『
二
教
論
』
巻
下
「
此
四
種
身
具
竪
横
二
義
。
横
則
自
利
竪
則
利
他
。
深
義
更
問
」（『
大
正

蔵
』
巻
七
七
・
三
八
〇
頁
上
）
が
ソ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
原
文
で
「
竪
横
二
義
」
と
あ
る
の
を
「
横
竪
二
義
」
と
入
れ
替

え
る
点
、
そ
し
て
原
文
で
は
最
後
が
「
問
」
で
あ
る
の
に
「
聞
」
と
す
る
点
か
ら
、
長
西
の
独
自
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る17

）。
こ

れ
ら
の
特
徴
を
有
す
る
特
殊
な
引
文
で
あ
り
な
が
ら
、
見
事
な
ま
で
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
引
文
も
『
法
事
讃
疑
芥
』
か

ら
の
孫
引
き
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

例
③

当
該
箇
所
は
、『
法
事
讃
』
巻
上
「
三
十
六
王
」（『
聖
典
全
書
』
巻
一
・
八
二
〇
頁
）
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
良
忠

は
自
説
を
述
べ
た
後
、「
有
云
」
と
し
て
一
義
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
対
照
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
義
は
『
法
事
讃
疑
芥
』

と
概
ね
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
若
干
の
相
異
点
は
あ
る
も
の
の
、
同
義
は
他
師
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
書
写
流
伝
の

間
に
脱
落
し
た
も
の
と
推
察
で
き
、
他
の
一
致
箇
所
と
複
合
的
に
勘
案
し
て
、
良
忠
が
『
法
事
讃
疑
芥
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
窺

化
用
推
功
法
□
用
也
但
真
言
意
四
身
共
云
□
也
二
教
論
云
此
四

種
身
具
横
竪
二
義
横
則
自
利
竪
則
利
他
深
義
更
聞
文

具
三
身
故
云
無
殊
所
証
平
等
故
皆
有
慈
悲
方
便
利
生
亦
同
故
云
得
悟

又
二
教
論
云
此
四
種
身
具
横
竪
二
義
横
即
自
利
竪
即
利
他
深
義
更
聞
已上

【
長
西

『
法
事
讃
疑
芥18

）』】

【
良
忠

『
法
事
讃
私
記19

）』】

三
十
六
王
地
獄
典
領
等
事

疑
云
卅
六
王
者
何
等

答
卅
六
禽

天
廿
八
宿
地
卅
六
神
云
爾
者
地
獄
有
卅
六
王

浄
土
三
昧
経

八
揚
経

三
十
六
王
者
指
三
十
六
部

如
観
念
門
記
有
云
此
指
三
十
六
禽

天

有
二
十
八
宿
地
有
三
十
六
神
可
検
潅
頂
経
浄
土
三
昧
経
八
陽
経
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え
よ
う
。

例
④

【
長
西

『
法
事
讃
疑
芥20

）』】

尋
云
今
経
翻
訳
之
時
代
如
何
答
有
云
此
経
有
三
代
訳
一
ア
ミ
タ
経
亦
云量

寿
小
経
廬
山
集

云
小

量
寿
経

如
来
滅
後
一
三
百
五
十
年
晋
安
帝
世
来
天
竺
亀
茲
国
三
蔵

法
師
鳩
摩
羅
什
婆
余
云
童
寿
弘
始
四
年
辛
丑
二
月
八
日
第
一
出
具
在
別
録

二

小

量
寿
経
或

小
字

一
云
ア
ミ
タ
経

如
来
滅
後
一
千
三
百
八
十
余
年

文
帝
世
中

天
竺
沙
門
求
那
跋
羅

言
功
徳
賢
考
違
年
第
二
出
具
在
別
録

三
称
讃
浄
土

仏
摂
受
経
一
巻
如
来
滅
後
一
千
五
百
九
十
九
年
大
唐
高

世
沙
門
釈
玄

永
徽
元
年
庚戌

正
月
一
日
於
大
慈
恩
寺
翻
経
院
第
三
出
具
在
別
録

今
経
慈
恩

通
賛
疏
第
一
云
翻
訳
時
人
者
此
経
前
後
有
其
四
訳
一

弘
始
四
年
二
月

八
日
羅
什
訳
一
名
小

量
寿
経
二
字
元
嘉
年
中
求
那
跋
陀
羅
訳
四
紙
三

求
徽
六
年
大
唐
三
蔵
於
慈
恩
寺
訳
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
十
紙
四
後

又

訳
出
ア
ミ
タ
経

頌
一
紙
而
失
訳
主
今
所
解
者
即
是

羅
什
法
師
所
訳

文

仁
岳
新
疏
上
云
此
経
凡
有
四
訳
…
…
雖
四
本
梵
文
乃
同
今
検
第
二
訳

未
見
其
本
若

頌
者
与
此
全
別
不
応
指
同
梵
文
文

【
良
忠

『
法
事
讃
私
記21

）』】

此
経
又
明
飜
訳
時
代
者

慈
恩

通
賛
疏
一
云
飜
訳
時
人
者
此
経
前
後
有
其
四
訳
一

弘
始
四

年
二
月
八
日
羅
什
訳
名
小
無
量
寿
経
二

元
嘉
年
中
求
那
跋

陀
羅
訳
四
紙
三
永
徽
六
年
大
唐
三
蔵
於
慈
恩
寺
訳
名
称

浄

土
仏
摂
受
経
十
紙
四
後

又
訳
出
阿
弥
陀

頌
一
紙
而
失
訳

主
今
所
釈
経
者
即
是

羅
什
法
師
所
訳
已上

仁
岳
新
疏
上
云
此

経
凡
有
四
訳
乃至

雖
有
四
本
梵
言
乃
同
今
検
第
二
訳
未
見
其
本

若

頌
者
与
此
全
別
不
応
指
同
梵
文
已上

一
七
九

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



当
該
箇
所
は
、『
阿
弥
陀
経
』
諸
本
の
翻
訳
者
お
よ
び
翻
訳
時
代
を
論
じ
る
箇
所
で
あ
る
。『
法
事
讃
疑
芥
』
は
、
後
に
文
証
と
し
て

引
用
す
る
内
容
を
先
ん
じ
て
自
説
と
し
て
述
べ
て
い
る
分
文
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
法
事
讃
私
記
』
で
は
引
用
文
の
み

と
す
る
こ
と
で
シ
ン
プ
ル
な
文
段
と
し
て
い
る
点
は
異
な
る
。
し
か
し
、
両
者
が
文
証
と
す
る
引
用
文
が
共
通
し
、
そ
の
順
番
・
引
用

範
囲
・
中
略
箇
所
ま
で
一
致
し
て
い
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
多
少
の
文
言
の
相
異
は
あ
る
が
、『
法
事
讃
疑
芥
』
で
は
単
純
な
写
誤

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
こ
と
や
、『
仁
岳
新
疏
』
の
「
四
本
梵
文
」
の
「
文
」
の
右
傍
に
は
「
言

」
と

記
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
基
本
的
に
一
致
す
る
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
訳
者
・
時
代
を
論
じ
、
文
証
と
し
て
『
通
賛
疏
』
や
『
仁
岳
新
疏
』
を

引
用
す
る
こ
と
が
当
時
の
『
阿
弥
陀
経
』

釈
書
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
管
見
の
限

り
、
現
存
典
籍
で
は
『
法
事
讃
疑
芥
』・『
法
事
讃
私
記
』
の
み
に
見
ら
れ
る
論
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
一
致
例
も
併
せ
て
勘
案
す

れ
ば
、
孫
引
き
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

例
⑤

【
長
西

『
法
事
讃
疑
芥22

）』】

不
可
以
少
善
根
乃至
生
彼
国
等
事

疑
云
少
善
者
文
点
如
何
如
上

⑴
円
云
舎
利
弗
下
二
…
…
得
生
悉
如
文
…
…

尋
云
諸
師
如
何
釈
之

答

⑵
天
台
義
記
云
問
前
云
不
可
…
…
即
当
得
去
⑶
信
同
之

⑷
肇
公
義
疏
云
舎
利
弗
不
可
…
…
願
必
得
往
生
文

⑸
慈
恩
同
之

⑹
慈
蔵
ミ
タ
経
記
云
初
小
因
不
得
…
…
如
経
論
説
也

【
良
忠

『
法
事
讃
私
記23

）』】

問
少
善
根
者
何
善
根
耶
答
其
解
多
端
先
出
異
解
後
述
自
義
先
出
異

解
者

⑷
肇
公
義
疏
云
舎
利
弗
不
可
…
…
願
必
得
往
生
已上

⑸
慈
恩
同
之

⑵
天
台
義
記
云
問
前
云
不
可
…
…
即
当
得
去
也
已上

⑴
孤
山
云
舎
利
弗
下
二
…
…
得
生
悉
如
文
已上

⑹
慈
蔵
弥
陀
経
記
云
初
少
因
不
得
…
…
如
経
論
説
也
已上

一
八
〇

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



当
該
箇
所
は
、『
阿
弥
陀
経
』
の
い
わ
ゆ
る
嫌
貶
開
示
の
釈
で
あ
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
諸
師
の
解
釈
を
並
べ
る
な
か
で

人
師
の
呼
称
や
引
用
順
な
ど
は
わ
ず
か
に
異
な
る
が
、
そ
の
引
用
文
に
着
目
す
る
と
、
引
用
す
る
人
師
や
引
文
の
範
囲
が
符
合
し
、

「
同
之
」
と
す
る
箇
所
ま
で
一
致
し
て
い
る24

）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
良
忠
が
『
法
事
讃
疑
芥
』
を
下
敷
き
に
し
て
『
法
事
讃
私
記
』
を

⑺
元
照
云
如
来
欲
明
持
…
…
本
相
伝
訛
脱
文

⑻
希
深
義
解
同
之

⑼
要
決
云
夫
論
善
根
多
…
…
定
判
為
少
善
文

春
秋
晏
子
曰
以
一
心
可
事
□
君
以
百
心
不
可
事
一
君

暁
云
顕
示
大
菩
提
…
…
等

譏
嫌
名
文

測
云
此
即
第
二
讃
…
…
土
故
不
相
違
文

尋
云
付
不
可
以
少
善
根
等
之
文
諸
師
作
異
解
有
何
由

答
於
所
釈

経
文
分
明
諸
師
全
不
異
解
文
相
幽
玄
異
解
不
同
也
而
今
雖
説
少
善

不
生
未
明
少
善
之
相
而
今
案
此
文
意
有
其
二
意
一
次
下
説
執
持
名

号
得
生
故
知
摂
名
号
外
自
余
諸
善
云
少
善
不
生

二
説
一
心
不
乱

即
得
往
生
故
知
設
雖
執
持
名
号
非
一
心
不
乱
云
少
善
不
生

有
此

道
理
故
諸
師
各
異
解
也
又
雖
余
行
一
心
不
乱
行
之
即
得
往
生
也
何

云
少
善
不
生

又
雖
名
号
非
一
心
不
乱
不
可
生
何
云
即
得
往
生

故
知
経
意
大
約
安
心
厚
薄
説
少
善
不
生
也
然
則
人
師
解
釈
多
分
約

安
心
浅
深
釈
少
善
不
生
之
義
也

⑼
要
決
云
夫
論
善
根
多
…
…
定
判
為
少
善
已上

海
東
云
顕
示
大
菩
提
…
…
等
無
譏
嫌
名
已上

次
述
自
義
者
随
縁
雑
善
名
為
少
善
七
日
念
仏
名
云
多
善
又
霊
芝
所

解
似
類
今
家

⑺
彼
疏
云
如
来
欲
明
持
…
…
本
相
伝
訛
脱
已上

⑻
希
深
義
解
同
之

問
諸
師
異
解
有
何
由
耶
答
或
人
云
所
訳
経
文
分
明
時
諸
師
不
作
異

解
文
相
幽
玄
時
異
解
不
同
而
今
雖
説
少
善
不
生
未
明
少
善
行
相
今

案
此
文
有
其
二
意
一
次
下
説
執
持
名
号
得
生
故
知
指
名
号
外
自
余

諸
善
名
少
善
也
二
説
一
心
不
乱
即
得
往
生
故
知
設
雖
執
持
名
号
非

一
心
不
乱
云
少
善
不
生
有
此
理
故
諸
師
異
解
設
雖
余
行
若
一
心
不

乱
即
得
往
生
設
雖
名
号
若
非
一
心
何
得
往
生
故
知
経
意
大
約
安
心

厚
薄
説
少
善
不
生
也
然
則
諸
師
解
釈
多
約
安
心
浅
釈
少
善
不
生
義

也今
云
此
義
有
二
過
失
一
違
経
文
二
乖
宗
義

一
八
一

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



述
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う25

）。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
両
者
と
も
引
文
の
直
後
に
「
諸
師
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
異
解
を
為
し

て
い
る
の
か
」（

部
）
と
の
問
い
を
設
け
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
長
西
は
こ
こ
で
自
義
を
述
べ
て
い
く
の
に
対
し
、
良
忠
は
「
或

人
」（

部
）
の
説
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
示
は
ま
さ
に
長
西
義
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（

部
）。
そ
し

て
、
長
西
義
を
一
通
り
引
用
し
た
後
、「
此
義
有
二
過
失
」（

部
）
と
し
て
、
二
つ
の
観
点
か
ら
批
判
を
加
え
て
い
く
の
で
あ
る26

）。

如
上
、
紙
数
の
都
合
で
数
例
を
挙
げ
る
に
留
ま
っ
た
が
、
引
用
文
の
孫
引
き
や
本
文
引
用
と
い
う
観
点
よ
り
、
良
忠

『
法
事
讃
私

記
』
は
、
長
西

『
法
事
讃
疑
芥
』
の
影
響
下
に
著
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
法
事
讃
疑
芥
』
と
『
法
事
讃
私
記
』

お
よ
び
長
西
と
良
忠
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

小

結

以
上
、『
法
事
讃
疑
芥
』
に
お
け
る
書
誌
情
報
や
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
て
き
た
。
現
状
で
の
見
解
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

『
法
事
讃
』

釈
書
と
し
て
最
古
級
に
位
置
し
、
多
く
の
散
逸
文
献
の
引
用
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
純
粋
に
史
料
と
し
て
重
要

で
あ
る
。

特
に
、

者
が
長
西
で
あ
る
点
か
ら
大
変
に
貴
重
で
あ
り
、
不
明
な
点
の
多
い
長
西
教
義
を
窺
う
上
で
重
要
で
あ
る
。

門
弟
の
阿
弥
陀
房
の
見
解
も
見
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
長
西
と
見
解
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
長
西
門
流
の
研
究
に
も
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

良
忠
と
の
関
連
を
指
摘
で
き
る
こ
と
か
ら
、
長
西
と
良
忠
、
ひ
い
て
は
長
西
門
流
と
鎮
西
義
と
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
中
世
浄

土
教
を
研
究
す
る
上
で
大
変
に
示
唆
に
富
ん
だ
史
料
で
あ
る
。

一
八
二

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
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一
）



如
上
の
点
よ
り
、『
法
事
讃
疑
芥
』
は
非
常
に
高
い
価
値
を
有
し
て
お
り
、
長
西
教
義
研
究
を
は
じ
め
、
中
世
浄
土
教
研
究
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
持
つ
典
籍
で
あ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
は
『
法
事
讃
疑
芥
』
の
み
な
ら
ず
、

浄
土
疑
芥

に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
鋭
意
翻
刻
の
紹
介

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

１
）

本
表
に
お
け
る
「
装
幀
」・「
紙
数
」
に
つ
い
て
は
、『
称
名
寺
聖
教
目
録
』（
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
発
行
、
二
〇
〇
六
年
）

一
〇
五
頁
に
よ
る
。
本
目
録
の
紙
数
は
表
紙
・
裏
表
紙
も
含
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
本
文
に
該
当
す
る
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
二
丁
少
な

く
な
る
。
な
お
、﹇

﹈
内
は
細
字
を
意
味
し
、
╱
は
改
行
位
置
を
示
し
て
い
る
。

2
）

便
宜
上
、
所
釈
の
範
囲
を
示
し
、『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』（
以
下
『
聖
典
全
書
』
と
略
称
）
巻
一
所
収
『
法
事
讃
』
で
の
該
当
頁
を
記

し
た
。
な
お
、
所
釈
の
範
囲
は
本
文
に
「
●
●
等
事
」
と
あ
る
見
出
語
に
拠
っ
て
い
る
が
、「
等
」
と
あ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
見
出

語
以
下
の
『
法
事
讃
』
原
文
の

釈
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

3
）

岸
章
二
稿
「
金
沢
文
庫
所
蔵
『
観
経
疏
光
明
抄
』
玄
七
第
五
（

）
同
序
三
第
一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の
一
問

題
」（『
宗
学
研
究
』
巻
一
一
・
一
五
二
頁
、
一
九
三
五
年
）

４
）

筆
者
は
、
長
西

述
の
『
往
生
礼
讃
光
明
抄
』・『
観
経
疏
光
明
抄
』・『
法
事
讃
疑
芥
』・『
群
疑
論
疑
芥
』・『
浄
土
論
注
要
文
抄
』
を

総
称
し
た
表
記
と
し
て
、

浄
土
疑
芥

を
用
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

５
）

管
見
の
限
り
、
以
下
の
典
籍
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
永
観

『
阿
弥
陀
経
要
記
』、
②
僧
肇

『
阿
弥
陀
経
義
疏
』（
参
考：

『
仏
解
』
巻
一
・
四
二
頁
二
段
）、
③
円
測

『
阿
弥
陀
経
疏
』

（
参
考：

『
仏
解
』
巻
一
・
四
六
頁
四
段
）、
④
玄
一

『
阿
弥
陀
経
記
』（
参
考：

『
仏
解
』
巻
一
・
四
一
頁
三
段
）、
⑤
用
欽

『
阿
弥
陀
経

疏
超
玄
記
』（
参
考：

『
仏
解
』
巻
一
・
四
八
頁
三
段
）、
⑥
仁
岳

『
阿
弥
陀
経
疏
』（
参
考：

『
仏
解
』
巻
一
・
四
七
頁
二
段
）、
⑦
慈
蔵

『
阿
弥
陀
経
義
記
』（
参
考：

『
仏
解
』
巻
一
・
四
二
頁
一
段
）
な
ど

な
お
、
①
に
関
し
て
は
、
本
書
に
見
ら
れ
る
逸
文
お
よ
び
他
の
典
籍
に
見
ら
れ
る
逸
文
を
整
理
し
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

一
八
三

称
名
寺
聖
教
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法
事
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光
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）



特
徴
を
論
じ
た
上
で
、
先
行
研
究
に
加
上
す
る
形
で
逸
文
を
補
遺
し
て
発
表
し
た
（
拙
稿
「
永
観

『
阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ

い
て
｜
附
『
阿
弥
陀
経
要
記
』
逸
文
補
遺
｜
」、『
真
宗
研
究
』
巻
六
二
、
二
〇
一
八
年
）。

６
）

小
論
中
の
引
用
文
で
は
、
旧
字
は
新
字
に
、
異
体
字
は
通
行
体
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
上
で
、
訓
点
は
筆
者
の
訓
み
に
し
た
が
っ
て
私

に
付
し
た
。
ま
た
、
隠
滅
箇
所
は
文
字
数
分
の
「
□
」
で
表
記
し
た
。

７
）
「
竪
」
は
「
堅
」
の
写
誤
か

「
竪
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

８
）

拙
稿
「
長
西
の
「
諸
行
本
願
義
」
考
｜
「
浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
の
再
検
討
｜
」（『
宗
学
院
論
集
』
巻
八
八
、
二
〇
一
六
年
）。

９
）

浄
土
疑
芥

で
は
他
に
、『
散
善
義
光
明
抄
』（『
宗
学
研
究
』
巻
一
六
・
一
五
五
頁
）・『
浄
土
論
注
要
文
抄
』
金
沢
文
庫
蔵
文
永
六

年
書
写
巻
子
本
、
巻
下
・
六
九
一
｜
六
九
四
行
）・『
往
生
礼
讃
光
明
抄
』（
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
二
╱
三
・
二
五
丁
左

｜
二
六
丁
右
）
に
三
業
の
念
仏
に
つ
い
て
の
説
示
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

10
）
『
仏
全
』
巻
一
・
三
三
七
頁
。

11
）

既
に
、
拙
稿
「
長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論
｜
法
然
聖
人
門
流
に
お
け
る
邪
義
・
異
端
評
価
の
成
立
背
景
｜
」（『
中
央
仏
教
学
院
紀

要
』
巻
二
八
・
五
〇
頁
、
二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
、
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
後
日
に
稿
を
改
め
て
詳
細
に
論
じ

て
み
た
い
。

12
）

広
川

敏
稿
「
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
三
七
｜
一
・
一
九
八
八
年
）・
同
「
金
沢

文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
光
明
抄
』
｜
良
忠
教
学
の
思
想
基
盤
｜
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
巻
一
八
・
一
九
九
二
年
）・
同
「
然
阿

良
忠
と
諸
行
本
願
義
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
四
二
｜
二
・
一
九
九
四
年
）・
同
「
初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
｜
金
沢
文
庫
本

『
観
経
疏
玄
義
分
聞
書
』
第
一
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
巻
二
三
・
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。
広
川
博
士
は
こ
れ
ら
の

論
考
の
な
か
で
、
総
じ
て
長
西
と
良
忠
は
対
立
す
る
面
と
共
通
す
る
面
と
の
両
面
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

13
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
一
・
二
丁
左
。

14
）

巻
上
、『
浄
全
』
巻
四
・
三
五
頁
上
。

15
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
一
・
五
丁
右
。

16
）

巻
上
、『
浄
全
』
巻
四
・
四
〇
頁
上
。

17
）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
巻
三
・
一
〇
四
頁
、『
弘
法
大
師
全
集
』（
増
補
三
版
）
巻
三
・
五
〇
〇
頁
も
確
認
し
た
が
、
当
見
解
に
影
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響
す
る
異
本
情
報
等
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

18
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
一
・
一
一
丁
左
。

19
）

巻
上
、『
浄
全
』
巻
四
・
四
七
頁
上
｜
下
。

20
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
二
・
二
丁
右
｜
左
。

21
）

巻
中
、『
浄
全
』
巻
四
・
五
三
頁
上
｜
下
。

22
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
一
九
丁
左
｜
二
一
丁
左
。

23
）
『
浄
全
』
巻
四
・
七
三
頁
上
｜
七
四
頁
下
。

24
）

紙
数
の
都
合
で
『
法
事
讃
疑
芥
』・『
法
事
讃
私
記
』
と
も
私
に
本
文
を
大
幅
に
省
略
し
て
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち
「
…
…
」
は
引
用

元
で
は
本
文
が
あ
る
も
の
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

25
）

千
葉
隆
誓
氏
は
、『
法
事
讃
疑
芥
』
と
『
法
事
讃
私
記
』
の
引
用
文
を
比
較
し
て
相
違
点
と
共
通
点
を
挙
げ
、
そ
の
共
通
点
と
し
て

①
引
用
さ
れ
る
人
師
が
共
通
す
る
こ
と
、
②
引
用
順
は
異
な
る
が
引
用
文
の
始
ま
り
と
終
わ
り
と
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。（「
真
門
釈
所
引
の
元
照
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
引
意
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、『
宗
学
院
論
集
』
巻
八
八
・
二
〇
一
六
年
）
た
だ
し
、

千
葉
氏
は
「
慈
恩
同
之
」
な
ど
も
引
用
人
師
の
共
通
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
『
法
事
讃
疑
芥
』
の
「
信
同

之
」（
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
も
同
義
で
あ
る
）
と
の
記
述
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
法
事
讃
私
記
』
に
は

源
信
へ
の
言
及
は
な
く
、

『
晏
子
春
秋
』・

の
円
測

『
阿
弥
陀
経
疏
』
も
長
西
の
み
が
引
用
す
る
文
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は

完
全
一
致
と
は
言
え
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
、
千
葉
氏
の
指
摘
に
は
筆
者
も
基
本
的
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
り
、

後
半
の
批
判
内
容
の
一
致
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

26
）

そ
の
批
判
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

先ツ
違フトハ
経
文ニ
者
、
少
善
行
相ハ
雖モ
不ト
説カ
之ヲ
、
大
善ノ
行
体ハ
分
明ニ
顕
説ス
。
所
謂ル
上ニハ
嫌ヒ
少
善
不
生ト
、
下ニハ
云ヒ
執
持
名
号ト
、
就キテ
此ノ
名

号ニ
即チ
説ク
一
心
不
乱ト
。
文
相
分
明ナ
、リ
身
何ソ
云フヤ
文
幽ナリ、ト
況ヤ
一
本ノ
経ニ
云ヘリ
専
称
名
号
是
多
善
等ト
、
何ソ
以テ
名
号ヲ
還

属センヤ
少
善ニ
。
次ニ

乖クトハ
宗
義ニ
者
、
今
家ノ
所
判ハ
異リ
余
師ノ
釈ニ
、
或ハ
以テ
余
善ヲ
嫌ヒ
疎
雑
等ト
、
或ハ
以テ
定
散ヲ
比

校シテ
名
号ヲ
判ス
付
属ノ
義ヲ
。
此
乃チ
独リ
局リテ
名
号ニ

為スカ
本
願ノ
行ト
故
也
。
処
処ノ
解
釈ハ
皆
述フ
此ノ
義ヲ
。
実ニ
是
今
家ハ
為テ
弥
陀ノ
応
迹ト
、
再ヒ
任セテ
本
地ノ
誓
願ニ
顕

示ス
一
宗ノ
綱
要ヲ
。
綺
（
※
ニ

）
非ス

聊
爾ニ
、
何ゾ
忽

緒ニセンヤ
之ヲ
。
凡ソ
立
宗
之
法ハ
就キテ
一
師ノ
所
解ニ
猶
会ス
経
論ノ
文ヲ
、
況ヤ
余
師ノ
釈ヲ
耶
。
如キハ
彼ノ
台
宗ノ
者
、
天
台
大
師ハ
為シ
薬
王ノ
垂
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迹ト
、
顕ス
霊
山ノ
聞ヲ
。
故ニ
章
安
等ハ
標シテ
諸
師ノ
異
解ヲ
験ス
彼ノ
非サルコトヲ
円ニ
。
縦ヒ
雖モ
一
宗ノ
内ナリ、ト
於テハ
末
師ニ
者
順スル
理ニ
之
時ハ
選ヒテ
類シ
金
宝ニ
、
違スル

理ニ
之
時ハ
嫌ヒテ
同セシム
瓦
礫ニ
。
諸
宗
並ヘテ
如ク
（
※

此ノ
）、
今モ
亦
可シ
然ル
。
何ソ
会シテ
当
ノ

文ヲ
還リテ
依ルヤ
余
師ノ
解ニ
。
先
師ハ
殊ニ
痛ム
之ヲ
。
諸
師ノ
若シ
順スレハ

今ニ
同シク
可シ
用フ
之ヲ
。
若シ
違スレハ
今ニ
何ソ
助ケンヤ
彼ノ
義ヲ
。
請フラクハ
末
学ノ
再ヒ
察シテ
糺サンコトヲ
義ノ
是
非ヲ
矣
。

（『
浄
全
』
巻
四
・
七
四
頁
下
｜
七
五
頁
上

※
は
『
浄
全
』
頭

に
も
と
づ
く
）

す
な
わ
ち
、「
違
経
文
」
で
の
主
張
は
、「
少
善
の
行
相
こ
そ
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
大
善
の
行
体
は
明
ら
か
に
説
か
れ
て
い
る
。
加
え

て
、
前
に
少
善
不
生
と
嫌
い
、
後
に
は
執
持
名
号
と
述
べ
て
、
さ
ら
に
は
そ
の
執
持
名
号
に
つ
い
て
一
心
不
乱
と
説
か
れ
る
。
と
な
れ

ば
文
の
上
に
明
ら
か
に
名
号
が
少
善
で
な
い
旨
が
見
え
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
文
幽
（
文
の
奥
深
い
と
こ
ろ
）
と
い
う
の
か
。
ま
し

て
や
『
阿
弥
陀
経
』
の
別
本
（
異
本
の
一
本
）
に
は
、
専
称
名
号
是
多
善
等
と
説
か
れ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
名
号
を
少
善
に
属
さ

せ
よ
う
と
す
る
の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
次
に
「
乖
宗
義
」
で
の
主
張
は
、「
法
然
義
は
他
の
人
師
と
異
な
り
、
余
善
を
粗
雑
と

嫌
い
、
名
号
だ
け
が
本
願
の
行
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
弥
陀
の
応
迹
で
あ
る
法
然
義
を
い
る
が
せ
に
す
る
の
か
。
宗
を
立
て
る
に
あ
た

っ
て
は
、
一
師
の
理
解
に
よ
り
な
が
ら
経
論
の
文
・
諸
師
の
解
釈
を
会
通
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
天
台
宗
で
は
、
天
台
大
師
は
薬
王

の
垂
迹
と
考
え
、
章
安
大
師
は
諸
師
の
異
解
を
標
榜
し
て
円
教
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
と
え
天
台
宗
内
の
人
師
で
あ
ろ

う
と
、
道
理
に
順
じ
て
い
れ
ば
金
宝
と
し
、
道
理
に
違
う
な
ら
ば
瓦
礫
と
同
じ
と
し
て
嫌
う
も
の
で
あ
る
。
諸
宗
は
み
な
天
台
宗
の
如

く
考
え
る
の
で
あ
っ
て
、
浄
土
宗
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
当

文
を
会
通
し
て
他
師
の
解
釈
に
依
拠
す
る
の

か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【
付
記
】

小
論
は
、
本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団
の
平
成
二
十
九
年
度
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
小
論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
称

名
寺
御
住
職
の
須
方
隆
證
師
、
な
ら
び
に
金
沢
文
庫
御
当
局
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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な
お
、
小
論
は
、
左
記
の
メ
ン
バ
ー
で
開
催
し
て
い
る
研
究
会
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

赤
松
信
映
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
学
院
研
究
員
）

佐
竹
真
城
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
員
）

西
村
慶
哉
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
助
手
）

井
上
慶
淳
（

谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

キ
ー
ワ
ー
ド

覚
明
房
長
西

九
品
寺
流

浄
土
疑
芥

法
事
讃
疑
芥

諸
行
本
願
義

良
忠

法
事
讃
私
記

金
沢
文
庫
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『
法
事
讃
疑
芥
』
巻
一
翻
刻

（
赤
松
・
佐
竹
・
西
村
・
井
上
）

【
凡
例
】

①
本
翻
刻
は
、
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
の
巻
一
（
94
函

4
｜
1
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
漢
字
は
新
字
の
通
行
体
に
統
一
し
、
略
字
（
合
字
）
は
正
字
に

戻
し
て
翻
刻
し
た
。

③
各
丁
数
は

で
括
っ
て
示
し
、
行
取
り
は
原
本
に
準
じ
て

行
頭
に
行
数
を
記
し
た
。

④
訓
点
・
合
符
は
原
本
に
付
さ
れ
て
い
る
通
り
翻
刻
し
た
が
、
ス

ペ
ー
ス
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
原
本
に
は
よ
ら
ず
、
原
則
と
し

て
見
出
し
の
前
後
お
よ
び
問
の
直
前
、
科
段
等
に
適
宜
私
的
に

付
し
た
。
た
だ
し
、
何
れ
の
場
合
も
行
頭
・
行
末
に
は
付
さ
な

か
っ
た
。

⑤
補
記
や
訂
記
は
本
文
に
反
映
し
て
翻
刻
し
た
。

⑥
翻
刻
に
使
用
し
た
各
種
記
号
が
示
す
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・「
□
」
↓
湮
滅
（
字
数
が
判
断
で
き
る
場
合
は
字
数
文
を
入

力
し
、
字
数
が
判
断
で
き
な
い
場
合
は
「
□
…
□
」
で
示
し
た
）

・「

」
↓
原
本
に
お
い
て
ス
ペ
ー
ス
の
よ
う
に
見
え
、
湮
滅

痕
も
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
文
字
の
あ
る
べ
き
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
箇
所

・「
…
…
」
↓
本
文
に
付
さ
れ
た
省
略
符
合
箇
所

⑦
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
確
認
し
得
た
出
典
を

（

）
内
に
割
書
で
示
し
た
。

⑧
写
誤
や
脱
字
な
ど
、
意
味
が
通
ら
な
い
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、

本
翻
刻
で
は
史
料
性
に
重
点
を
置
き
、
明
ら
か
な
誤
り
と
判
断

で
き
た
場
合
で
も
特
に
校
訂
は
し
な
か
っ
た
。

【
本
文
】

一
丁
右

01
浄
土
疑
芥
別
申
小
経
部

善
導
法
事
讃

欣
浄
沙
門
長
西
録
答
以
口
受
書
之

或
加
私
解

02
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
巻
上
等
事

疑
云
依
三
業
之
次

第
者
可
云

03
行
道
転
経
如
何
答
三
業
次
第
不
列
必モ
身
口
意

随
義

不
定
也
今

転
経
為
面

一
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八
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04
故
列
口
業

也

又
下
巻
題
行
道
転
経

此
依
三
業
次
第

又

行
道
者
文
点
如
何

05
答
如
上
有
云
只
是
経
事

廻レハ
道
場

云
行ツラナル
道ニ

又
願
往
生

者
安
心
起
行
中

06
何

答
安
心
也
転
経
行
道
者
起
行
故
列
起
行
安
心

又
今

讃
者
教
行
二

07
門
中
明
何
辺

答
修
行
門
也

奉
請
四
天
王
直
入
道
場
中
等
事

08
疑
云
請
四
天
王
有
何
故

答
為
仏
法
守
護

也

奉
請
師
子
王

等
事

09
疑
云
請
師
子
王
有
何
要

答
為
道
場
権
護

也
有
衆
魔
退
散
徳

故
也

10
又
師
子
者
為
梵
語
為
漢
語

答
漢
語
也
新
訳
云
善

畏
三
蔵

旧
云
浄

11
師
子

又
阿

太
子
翻
師
子
太
子

翻

畏
太
子

也
此
等
皆
師

子
与

畏

12
一
義
也
故
今
云
漢
語

也
可
見
執
師
子
国ノ
釈
西
域ノ
記

也

又
師

子
者
文
点
如
何
答

一
丁
左

01
難
知
唐
本
云
師
子

也

又
師
子
者
当
体
譬
喩
中
為
何

答
権
化

02
師
子
也
但
仏
道
論
衡
云
師
子
者
云
仏
法
護
法
神

也

03
奮フルイ
迅フルウ
身ノ
毛
衣ヲ
等
事

疑
云
奮
迅
者
何
等

答
師
子
振
身

躍

也
毛
衣

04
者
毛
即
衣
也

衆
魔
退
散
去
等
事

疑
云
衆
魔
退
散
義
者
四
天

師
子

05
中
依
何
力

答
四
天ハ
理
在
絶
言
也
今
且
云
師
子
徳

也

06
廻シテ
頭ヲ
請
法
師

等
事

疑
云
廻
頭
者
其
相
如
何
答
𥡴
首
義
也

亦
接
足

07
作
礼
義
也
法
師
者
導
師
也
光
記
一

『
倶
舎
論
記
』、『
大
正

蔵
』巻
四
一
・
七
頁
中

云
敬

礼
如
是
如
理
師
者
𥡴
之
言ハ
至ナリ

08
首
之
言ハ
頭ナリ
亦
有
就
時

以
己
之
尊

接
仏
之
卑

故
称ス
敬
礼ト
云

々

09
直
取
涅
槃
城
等
事

尋
云
涅
槃
城
者
指
仏
果
所
証
大
涅
槃

答

不
爾
極
楽
也

10
序
分

娑
婆
広
大
火
宅

辺
等
事

疑
云
娑
婆
与
火
宅
只
法

11
譬
異
也
二
重
釈
之

有
何
要

答
法
譬
互
事コト
常
習
也

12
六
道
周
居
重
昏
永
夜
等
事

疑
云
六
道
与
重
昏
有
何
別

答
六

道
者
所
経キヤウ
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二
丁
右

01
住
処
也
重
昏
者
所
具ノ
煩
悩
也
娑
婆
翻
堪
忍
也

生
盲

目
等
事

疑
云
生
盲
与

02

目
有
何
別

答
生
盲
即

目
也

恵
照
未

明
ィ期

等
事

疑
云
為

能
化
恵

03
為
行
者
恵

答
行
者
恵
也

又
明
字
或
本
云
期
何
為
正

答
明

為
正

04
引
導

方
等
事

疑
云

方ナレトモ

ニシテ
文
点
如
何
答
如
上
右
点
付
能

化

左
点
付
所
化

也

05
託
命
投
神
誰カ
之
能ク
救ム
等
事

疑
云
託
命
等
之
意
如
何
答
託
命
者

生
義
也
投
神

06
者
死
義
也

上
従
海
徳
初
際
如
来
等
事

疑
云
海
徳
者
為
一
仏

別
名
為
諸
仏

07
通
号

答
十
住
毘
婆
沙
論

巻
五
、『
大
正
蔵
』

巻
二
六
・
四
二
頁
下

云
過
去

数
劫

有
仏

号
海
徳

是
諸
現
在
仏
皆
従テ
彼ニ

08
発
願ス
寿
命

有
量
光
明
照

極
国
土
甚
清
浄
聞
名
定
作
仏
文

故

総
応

09
同
出
世
仏

例
如
寿
経
所
説
定
光
如
来
云

々

又
指
何
時
云
初
際

答
旦
指
一
段

10
化
儀
最
初
出
世
仏

云
初
際

設
使
同
生
還
如
覆
器
等
事

疑
云
同
生
者
其

11
義
如
何
答
仏
与
衆
生

々
値
云
事
也

又
覆
器
者
何
等

答
如

伏タル
器ニ
不
住
水

12
吾
等
身
器
不
入
法
水

譬
也
仏ハ
善
星
喩
覆
器
給
也

二
丁
左

01
苦
集
相
因
等
事

尋
云
意
如
何
答
苦
集
者
四
諦
中
初
二
諦
也
即

生
死
果
生

02
死
因
也
相
因
者
十
二
因
縁
也

等
輝
神
光
等
事

尋
云
神
光
者

意
如
何

03
答
如
来
大
般
涅
槃
光
入
衆
生
毛
孔

内
薫
密
益
故
漸
々
善
心
増

長
也
弘
法

04
大
師

『
秘
蔵
宝

』巻
上
、『
大
正
蔵
』

巻
七
七
・
三
六
三
頁
中
意

云
仏
光
外リ
射レハ
真
如
内ヨリ
薫ス
文

若
論
依
報
則
超
絶
十
方
等
事

疑
云

05
依
報
荘
厳
上
既
弁
釈
挙
有
何
要

答
上
只
挙
極
楽
荘
厳

今
釈

超
絶
義

也

06
疑
云
地
上
虚
空
不
同
也
何
云

異

答
今
釈
等
皆

漏
境
界ナル
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〇
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云
事

07
他
方
凡
聖
乗
願
往
生
等
事

疑
云
乗
願
者
為
仏
本
願
為
行
者
願

答
仏
本
願
也

08
到
彼

殊
等
事

疑
云

殊
之
義
如
何
答
生
彼

者
凡
聖
共
得

処
不
退

同
発
大

09
菩
提
心

云

殊

也

欲
令
識
彼
荘
厳
厭
斯
苦
事
等
事

疑
云

今
経
中
不
説

10
苦
事
如
何
答
説
楽
事

裏
可
有

也

三
因
三
心

観
経

五
念
五
念
行

往
生
論

畢
命

為
期
四
修

摂
論
等
事

11
疑
云
今
経
中

三
因
五
念
等
文
何
勧ムル
之

答
三
因
者
摂
発
願

五
念
者
摂
名

12
号

此
安
心
起
行
也
四
修
者
能
成
方
便
故
必
可
有

也

正
助
四

修
則
刹
那

間
等
事

三
丁
右

01
疑
云
正
助
者
何
等

答
五
種
正
行

有
云
正
者
三
心
也
内
因
故

也
此
則
能
助
也

02
助
者
五
念
也
外
因
故
名
助

此
即
所
助
也
故
条
上ノ
三
因
五
念
畢

命
等

03
大
衆
令
坐サ
等
事

疑
云
大
衆
者
召
請
等
外

答
行
法ノ
聴
衆
也
爾ハ

外
也
口
云

04
□
法
衆
之
内ニ
三
分ル
也
召
請
和
讃
大
衆
也

砕
身
慚
謝
釈

恩
等

事

疑
云

05
疑
云
慚
謝
之
意
如
何
答
以
慚
愧
心

報
謝
仏
恩

也
倶
舎
頌

巻四
、

『
大
正
蔵
』
巻
二

九
・
二
一
頁
上

云
愛
敬
謂
信
慚
文

06
仏
恐
衆
生
四
魔
障
等
事

疑
云
四
魔
者
何
等

答
大
智
疏
上

『
観
経
義
疏
』、『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
二
八
三
頁
下

云
魔
有
四
種
一
五

魔

07
二
煩
悩
魔
三
死
魔
四
天
魔
是
三
魔
是レ
汝カ
身
心
唯
有
天
魔
是
外
来

耳
文

又

元
照
『
観
経
義
疏
』、『
大
正

蔵
』
巻
三
七
・
二
八
三
頁
下

云
蓋
由ル

08
ア
ミ
タ
仏
有
大
慈
悲
力
大
誓
願
力
大
智
恵
力
大
三
昧
力
大
威
徳

力
大
摧
邪
力

09
大
降
魔
力
天
眼
遠
見
力
天
耳

聞
力
他
心
徹
鑑
力
光
明
遍
照
摂

取
力
有
如
是

10
等
不
可
思
議
功
徳
之
力

豈
不シテ
能
護
持
念
仏
之
人
至
臨
終
時

令
障

耶
若
不
為

11
□
持

者
則
慈
悲
力
何
在
若
不
能

降

魔
障

者
智
恵
力
三
昧
力

威
神
力
摧
邪

一
九
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12
力
降
魔
力
復
何
在
耶
文

直
心
実
行
仏
来
迎
等
事

尋
云
直
心

者
何
心

答

三
丁
左

01
至
誠
心
也

本
国
ミ
タ
等
事

疑
云
本
国
者
意
如
何
答
対
他
方

極
楽
云
本
国

也

02
ミ
タ
光
摂
往
生
人
等
事

疑
云
不
論
念
仏
諸
行
ミ
タ
光
明
摂
往

生
人

03
答
摂
取
必
可
限
念
仏
也

慇
懃□

□

シテ
智
影ヲモテ
説
尊
経
等
事

疑
云

文
点

意
如
何

04
答
如
上
意
云
以
慈
悲

対
所
化

以
智
恵

影カタトル
経ニ
云
事

又

或
本
云
慇
懃
智

05
敬
何
為
正

答
慇
懃
以
智

敬テ
経

説ト
云
本ハ
吉

難
思
議
往
生
楽

双
樹

06
林
下
□
生
楽

難
思
往
生
楽

等
事

疑
云
三
種
往
生
楽
有
何
義

答
声

名ノ
音
曲

07
又
双
樹
林
者
何
等

答
双
樹
者
顕
涅
槃

也
意
云
顕
極
楽

為

涅
槃
界
云
事
也

08
有
大
本
樹
中ニ
四
枯
表
苦
空

常

我

四
栄
表
常
楽
我
浄
四
徳

也
是
顕
極

09
楽
世
界
四
徳
荘
厳

也
又
難
思
議
与
難
思
有
何
差
別

答
□
声

名ノ
音ノ
緩

10
急
有
文
字
存
略

此
即
讃
極
楽

為
涅
槃
界

難
思
議
之
言
也

11
道
場
時
逢
難

遇
等
事

疑
云
道
場
与
時

答
爾
也
又
難

ハ

之
差
別
如
何

12
答
難
約
道
場

約
時

也

眼
前
業
道
人
□
見
等
事

疑
云
指

何
物
云
眼
前

四
丁
右

01
業

答
次
下
作
因
縁
也
此
即
十
悪
等
□

道
場
大
衆
裏
相
与トモニ

クミシテ

至
心
敬
礼
等
事

02
疑
云
裏
相
者
何
等

答
裏
者
内ノ
行
法
衆
也
相
者
外ノ
聴
聞
衆
也
有

云
三
業
云
内

03
外
也
此
義
吉
也
弾
指
合
掌

ケ
フ叩□□

ク

頭
等
事

疑
云
弾
指
等
相
一
々

如
何
答
弾

04
指
切
逼
義
也
合
掌
恭
敬
義
也
叩
頭ハ
不
堪
事ノ
極マル
時
也

或
可
逢

人
逼ヒチ
試
皮

05
肉
分
張
等
事

疑
云
今
文
意
依
何
経
論

答
依
賢
愚
経

此
経
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十
四
巻
也
或

06
五
六
七
巻
也
賢
愚
経
者
仏
説ヲ
玄
ノ

集
也
又
有
涅
槃
経
大
論
等

又
分
張
之
義
如
何

07
答
分
肉

張
皮

云

或
自
割
身
而
延

命
乃至

比
若
親
児
等
事

疑
云
上
来
所
引

08
文
出
何
経
論

答
大
旨ハ
大
論
六
度
集
経
等
文
也
心
地
観
経
序
品

巻
一
、『
大
正
蔵
』

巻
三
・
二
九
四
頁
上

云
或
於
大
国
為

09
王
愛
子
棄
捨
身
命

投
於
餓
虎
或

毘
王
割
身
救

或
救
孕
捨

鹿
王
身

10
或
於
雪
山
為
求
半

而
捨
全
身
文

大
方
便
恩
経

巻
五
、『
大
正
蔵
』

巻
三
・
一
四
九
頁

中下

云
過
去
有
国
王
名
曰
大
光

11
明
王

一
切
布
施ス
敵ノ
国
王
聞テ
心
生
嫉
妬

使
ハ
ラ
門

乞
王
頭

為

上
菩
提

布
施
頭

取意

12
賢
愚
経

巻
一
、『
大
正
蔵
』

巻
四
・
三
五
〇
頁
上

意
云
昔
有
国
王

名
毘

竭
梨
王

心
好
妙
法
有
ハ
ラ
門

名
労
度
差

告

四
丁
左

01
王
言
我
以

々
王
身

為
説
法

王
言
我
於
生
死
中

殺
身

数

或
為ニス
三
毒

02
計
集スル
白
骨

高
於
須
弥

流
血
喩
五
湖

哭
涙
多
於
滄
海

唐
捐

身
命

03
未
曾
為
法
乃至

労
度
差
説

曰
一
切
皆

常
生
者
皆
有
苦
諸
法
空

生
実

04
非
我
所
有
文

師
子
菩
薩
讃
『
心
地
観
経
』
巻
一
、『
大
正
蔵
』
巻

三
・
二
九
五
頁
下
｜
二
九
六
頁
上
意

云
為

摩
国
慈
力
王

全
身
施
于
五
夜
叉

又
作
大

05
国
荘
厳
王

以
妻
王

以
妻
子

施

悋リム
惜

昔
為
六
牙
白
象
王

捨
身
命

故
投

06
猟
者
文

彼
我
無
殊
聖
凡
何
異
等
事

疑
云

殊
之
義
如
何
答

自
他
彼

07
差
別

云
也
此
等
自
説
已
後
所
作
也

又
聖
凡
者
指
誰
人

答

所
化
境
界
也

08
□
□
起
行
皆
与

漏
相
応
等
事

疑
云
三

者
漏
位
何
云

漏

相
応

答

09
□

行
可
感
得

漏
果
報
故
也

化
用
不
失
時
機
随
類
変
通
等

事
10
疑
云
為
限
応
化
身
為
通
他
受
用
□

答
今
旦
釈
応
化
身
面

也

上
不
背
相モ
応
身
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11
雖
報
身
用

也
更
常
釈モ
于
人
□
前
□
変
身

也

報
体
則
元
来
不

動
等
事

12
疑
云
報
体
者
三
身
中
報

答
爾
也
小
乗
有
生
□
□
法
身

父
母

果
縛ノ
身
生

五
丁
右

01
身
也

漏
五
分
□
身
□
也
又
有
報
身
化
身

一
□
王
宮
身
報
身

也
随

02
類
身
化
身
也

又
報
即
体

答
爾
也

三
身
化
用
乃至

法
体

殊

等
事

疑
云

03
以
法
身
属
化
用

答
不
爾

修
性
顕
得ノ
一
切
仏
皆
具
三
身

雖
化

用
云
三
身
化

04
用
也
報
応
二
身ノ
化
用
推レハ
功

法
□
用
也
但
真
言
意ハ
四
身
共ニ
云
化

也
二
教
論

巻
下
、『
大
正
蔵
』
巻

七
七
・
三
八
〇
頁
上

云

05
此
四
種
身
具
横
竪
二
義

横
即
自
利
竪
即
利
他
深
義
更
聞
文

法

蔵ニハ
云
三
身

勝

06
劣

也
果
上ノ
徳
故

又
立
化
浄
土
者
是
不
違
同
性
経
説

答
浄

穢
差
別
約
機

也

07
故
彼
同
性
経
約
機
見

分
報
化

也
今
釈
約
仏

三
身
土
皆
云
浄

土

又
只
仏
所
居

故
云

08
浄
土

又
法
身
如
来
導
群
生

答
約
事

不
爾

可
有
内
薫
利

益

也
報
応
者
法

09
身
用
也

又
法
体
者
何
等

答
諸
仏
体
也
但
法
体

殊
者
□
諸

仏

不
云
一
体

10
各
々
諸
仏
具
三
身

立
浄
土

事
等

殊

云
也
例
『

字
義
』、『
大
正

蔵
』巻
七
七
・
四

〇
六

頁
中

如
雨
足
雖
多

並
是
一
水

也
報
中

11
論
三
文

此
為
本

也

但
為
凡
夫
乱
想
…
…
現
在
説
法
等
事

尋
云
此
釈
意
凡
夫
乱

12
想ハ
他
方
浄
土
不
可
生

只
極
楽
許リニ
凡
夫
往
生スト
釈
成

答
不
爾

別
不
指
一
方

者

五
丁
左

01
取
捨
可
乱
想
故
世
尊
別
指
一
方

云
意ヲ
釈
也
此
即
十
方
随
願
往

生
経
釈
也
亦

02
十
住
ヒ
ハ
サ
論
意
也
諸
師
問
答
亦
爾
也
不
及
疑
慮

事
也
但
世

間
料
簡
有
時
一
義
云

々

03
其
国
清
浄
具
四
徳
荘
厳
等
事

疑
云
四
徳
者
何
等

答
常
楽
我

浄
也
真
言
『

経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』

巻
一
八
・
二
五
五
頁
中

云
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04

為
而
作
云

々

乃
由
ミ
タ
因
地
…
…
証
得
往
生
非
謬
等
事

尋
云
披
閲
大
経

見
本

05
願
文

巻
上
、『
大
正
蔵
』巻

一
二
・
二
七
二
頁
中

云
唯
除
五
逆
等

何
釈
以
願
力
五
逆

之
与
十
悪
罪
滅
得
生
等

答
爾
也
但
意
云

06
願
文
雖
除

観
経
生
観
経
説
顕
本
願
所
立
上
之
行
相

故
本
願ニ
終ニ

可
除
五
逆
等

07
不
可
説
五
逆
等
生スト
探リ
得テ
大
意

如
此

釈
給
也
此
則
大
願
正
意

凡
夫
得
益

偏

08
在
称
名

是
以
或
「
定
善
義
」、『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
二
六
八
頁
上

云
唯
明
専
念
ミ
タ
得
生

或
「
散
善
義
」、『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
二
七
二
頁
中

云
順
彼
仏
願
故

或
「
散
善
義
」、『
大
正

蔵
』巻
三
七
・
二
七

八
頁

上

云
望
仏
本
願
一

09
向
専
称

応
知

尋
云
今
釈
小
経
□
相
法
則

何
釈
大
経
観

経
□

答
今
小
経

10
所
説
往
生
者
翻
大
経
本
願
力

観
□
所
説
定
散
往
生モ
大
経
本
願

力
故
也
大
経
観

11
経
念
仏
諸
行
往
生
小
経
証
誠
可
定

也

廻
心
一
念
見
ア
ミ
タ

等
事

疑
云
一
念
者

12
安
心
起
行
中
何

答
廻
心
者
安
心
也
一
念
者
起
行
也

六
丁
右

01
高
接
下
讃
云
高
接
下
請
召
云
等
事

疑
云
下
讃
□
外ニ
何
云
下
請

召
云

答

02
讃シテ
□
召
請レハ
法
僧

云
召
請

也

私
云
経
論
章
書ニ
所
釈ノ
法
体ヲ
或ハ

初ニ
標ス
兼テ
中
後

03
或
中ニ
標シテ
兼
初
後

或ハ
後ニ
標シテ
兼
初
中

而
今
釈ハ
中ニ
標シテ
兼
初
後

也

謂
此
上
巻ノ
内ニ

04
□
□

中

□
下
接
高
讃
云
願
往
生
々
々
々
願
在
ミ
タ
会
中
坐
手
執
香

花
常
供
養

以
此
一

05
辺
也
以
兼
初
後

也
又
此
上
巻ノ
終ニ
云
下
接
高
讃
云
願
往
生

々
々
々
願
在
ミ
タ
仏
前
立

06
手
執
香
花
常
供
養
高
接
下
讃
云
願
往
生
々
々
々
願
在
ミ
タ
会
中

坐
手
執
香
花
常

07
供
養
□
□
返

也
以
此

兼
初
後

也
一
反
標ル
下
接
高
讃
云ト

更ニハ

可
唱
一
返

二
反
標ル
下

08
接
高
讃
云
高
接
下
讃

云
処
可
唱
二
返

故
知
今
一
返
標
高
接
下

讃

云
故
次テ
下
座

09
高
座
一
返
可
唱
願
往
生
々
々
々
願
在
ミ
タ
会
中
坐
手
執
香
花
常
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供
養

云
高
接
下

10
□
云

者
結
前
之
為
也
高
接
下
讃
召
云
者
生
後
之
句
也
是
次ノ
重

白
道
場
大
衆
等
也

11
□
□
高
座
先ツ
唱ル
処

或
有
下
座
先
唱ル
処
或
有
座
后
一
返
唱
之
処

或
有
下

12
座
后
二
返

唱
処
随
宜

付
□

已
下ノ
処
ノ々

上
下ノ
讃モ
准
之
可
得

也

六
丁
左

01
奉
請
十
方
乃至

八
万
四
千
等
事

疑
云
毘
尼
蔵
等
何
不

之

答

含
修
多
羅
蔵

02
□

是
総
如
来
教
法
云
修
多
羅

故
也
此
即
総
属
別
名
也
論
蔵

非
仏
説

者
大
乗
論

03
許
也

又
八
万
四
千
者
何
等

答
随
情
説
教
数
也

又
請
全
身

散
身
舎
利
等
事

04
疑
云
全
身
散
身
舎
利
差
別
如
何
答
仏
入
滅
後
不
荼
毘

云
全
身

如
多
宝
等

05
恭
毘
砕
身

□
散
身

也
如
釈

等

此
等
相
貌ハ
或
依
本
誓
願

或

依
遺
言

也

06
又
舎
利
者
為
法
宝
摂

答
爾
也
今
釈
爾
也
首

厳
経
下
『
大
正
蔵
』

巻
一
五
・

六
四
〇

頁
下

云
或
焼
身
或
現

07
全
身
舎
利
或
現
散
身
舎
利
文

文
句
引
大
論
可
見
云

々

08
奉
請
諸
菩
薩
乃至

観
音
勢
至
等
事

疑
云
浄
業
修
行
道
場
何
先
不

請
観
音

09
勢
至

答
先
付
釈

奉
請

又
今
経
同
聞
衆
不
挙
観
音
勢
至

故
也

10
又
今
法
僧
二
宝
有
何
由

答
法
僧
自
利
々
他
徳
経
事

顕
現ス
法

宝
只
冥

11
利
益
故

有
云
開
合
随
宜

故
下
開シテ
別
讃
也

12
帰
依
奉
請
者
乃至

接
引

偏
等
事

疑
云
二
□
中
何
殊
□
帰
何
之

由七
丁
右

01
答
利
他
辺
依
勝
故
也

又
行
平
等
者
何
等

答
平
等
接
引
衆
生

云
行

02
平
等

也

常
作
不
染
身
口
意
業
乃至

身
口
意
等
事

疑
云
不
染

三
業
乃
至

03
智
恵
三
業
者
一
々
其
差
別
如
何
答
不
染
者
持
戒
三
業
不
退
者
智

恵
三
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04
業
不
動
者
禅
定
三
業
常
行
讃
嘆
者
智
者
所
讃
戒
也
上
□
戒
定
恵

三
05
学

故
智
者
所
讃
也
清
浄
者
雖
貪
欲
三
業
也
雖
慳
者
雖

恚
三

業
也

06
智
恵
者
雖
愚
痴
三
業
也
覚
悟
者
聞
恵
也
定
恵
者
修
恵ノ
上ノ
行
也
此

花
厳

07
十
種
三
□
中
今
挙
七
也

又
所
言
三
業
修
行
者
依
何
経
論
説

答
依
花
厳

08
経
也
人
王
者
転
輪
聖
王
也

一
切
衆
生
乃至

為
勝
為
上
等
事

疑

云
一
切
衆
生
為

09
□
等
意
一
々
如
何
答
救
之
護
也
帰
所
帰
也
明
々
導
也
尊
所
尊
也

勝
々
縁
勝
支
也

10
上
々
首
也

又
今
一
々
義
依
何
経
論

答
宗
鏡
録
二
引
金
剛
三

昧
経

可
見

11
彼

又

量
義
経
有
也

転
仏
法
輪
成
就
如
来
一
切
種
智
等
事

疑
云
成

12
就
如
来
一
切
種
智
者
何
号
菩
薩

答
約
横

同
如
来

論
竪

有

分
帰
差
別

也

七
丁
左

01
又
仏
云
一
切
智

菩
薩
云
一
切
種
智

常
習
也

今
勧
道
場
衆
生

人
等
々
事

疑
云

02
衆
与
人
有
何
別

答
召
請
和
讃
衆
云
道
場
衆

聴
衆
云
人
等

也

03

宮
八
万
四
千
蔵
等
事

疑
云
殊
挙

宮
所
有
法
宝
有
何
由

答
依

04
□
宮
殿

辺
経
巻
皆
悉
留

宮

故
也

宮
経
蔵
如
恒
沙
等
事

疑
云

05
宮
経
蔵
者
指
八
万
四
千
蔵
云
経
蔵

答
爾
也
修
多
羅
対
法
蔵
等

云
故
非
安
置

06
経
蔵

高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
等
事

尋
云
両
重
讃
有
何

別

答

07
上ノ
高
接
下
讃
云
者
次ニ
下
座
高
座
一
反
可
唱
願
往
生
々
々
々
願
在

ミ
□
会
中
坐

08
手
執
香
花
常
供
養
下ノ
々
接
高
讃
云
者
即
次ノ
願
往
生
々
々
々
久
住

娑
婆
常

09
没
々
等
也

全
身
舎
利
砕
体
金
剛
等
事

疑
云
砕
体
金
剛
者
何

等

一
九
七

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



10
答
砕
体
即
金
剛
者
砕
体
為
衆
生

也
金
剛ハ
其
涅
槃
堅
固
徳
也
又

砕
体

11
与
金
剛

答
不
爾
砕
体トモ
為
金
剛
不
砕

云
金
剛

也

又
或
本ノ

砕
体
舎
利

12
何
為
正

答
□
利
本
為
正

対
全
身
舎
利

可
云
砕
身
舎
利
故

八
丁
右

01
大
則
類
同
山
岳
小
則
比
若ス
芥
塵
等
事

疑
云
理
大
小
形
者
有
何

証
拠

答

02
経
説
也

近
則
人
天
獲
報
乃至

生
剋
果
等
事

疑
云
舎
利
近
遠

利
益
出

03
何
経
論
説

答
涅
槃
経
古
倶
舎
論
説
也
真
諦
訳

倶
舎

巻
二
〇
、『
大
正

蔵
』
巻
二
九
・

二
九
五
頁
下
｜

二
九
六
頁
上
意

云
近
則
人
天
遠
則
仏
果
文

04
私
云
約
結
縁
衆

近
則
人
天
獲
報

約
当
機
衆

云
遠
則
浄
土
等

也
05
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
等
事

尋
云
両
重
讃
有
何
別

答

此
亦
如
前

上
高

06
接
下
讃
云
者
高
座
一
反
可
唱
願
往
生
々
々
々
願
在
ミ
タ
会
中
坐

手
執
香
花
常

07
供
養

下
々
接
高
讃
云
者
即
次ノ
願
往
生
々
々
々
普
賢
文
殊
弘
誓

願
等
也

08
普
賢
文
殊
乃至

皆
亦
然
等
事

疑
云
十
方
仏
子
何
皆
如
普
賢
文
殊

答
本ニシテ
娑

09
婆

及
十
方

也
例
如
仏
云
如
釈

也
普
賢
司ツカサトリ
行
願

文
殊
司

智
恵
故
成
菩
薩

10
本
也
如
普
賢
十
願
亘
一
切

也

随
機
化
度
断
因
縁
等
事

疑

云
因
縁
者
何

11
等

答
十
二
因
縁
也

生
浄
土
随
人
入
等
事

疑
云

生
即

浄
土

答
爾
也

12
又
随
人
入
之
義
如
何
答
随
三
輩
九
品
之
機

入
云
也
有
云
行
人ハ

入リ
不
行

人
不
入
云
也

八
丁
左

01
不
□
□
仏
人
入
云
也

四
種
威
律□

□
ヒ

常
見
仏
等
事

疑
云
四
種

威
律
者
訓
読
如
何

02
答
律
者
法
也
習ト
可
読

也
亦
筆
也
又
或
本
云
儀
何
為
正

答
律

本
為
正
也
律
義

03
之
義
故
也

下
接
高
讃
云
高
接
下
讃
云
等
事

尋
云
両
重
讃
有
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何
別

04
答
如
前
々
料
簡
可
知

放
大
光
度
有
流
等
事

疑
云
有
流
者
何

等

答
有

05
漏
之
義
也
新
訳
云
有
漏
旧
訳
云
有
流

亦
云
有
漏

也
乗
光
者
摂

取
之
義
也

06
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
如
前
々
料
簡

請
観
世
音

等
事

疑
云
諸
聖
衆
中

07
別
作
観
音
讃
有
何
意

答
唐
土ノ
習
化
他
行ニハ
必
用
観
音
行
也
今

為
化
他

08
故
也
此
我
禅
一
故
口
伝
也

又
為
請
観
音
経ノ
讃
為
請
観
世
音
菩

薩
讃

09
答
請
観
世
音

讃
也
但
依
観
音
経

讃
意モアリ
謂
観
忿
怒
形

香
色

乳
此
等
也

10
又
有
余
経
意
□

斂レムヲサム
容ク
空
裏ニ
現シ
等
事

疑
云
斂
容
之
義
如
何

答
斂テ
本ノ
覚

11
□
摂
受
形

下
ハ
ン

現

折
伏ヒ

□

忿
怒
云
也
理
趣
経ニ
説
観
音
隠
蓮
花
血

此
心
也

12
又
何
不
云
道
場
現
云
空
裏
現

答
爾
也
但
今
自
空

来
可
現
道

場

故
先

九
丁
右

01
云
空
裏

□
怒
伏
魔
王
等
事

疑
云
観
音
忿
怒
形
者
容
教

意

爾
者

02
今
我
知
容
教

答
不
可
知
也
但
聖
観
音
経
意
現
忿
怒
形

意
釈

天
台
非

03
行
非
坐
三
昧
不
経
諸
経

随
自
意
処ニ
釈
六
字
六
是
六
観
音

給ヘリ

此
不
依
密

04
教

也
六
字
畢
タ
ラ
ニ
也
有
云
観
音
品
卅
三
身
意

騰
身
振

法
鼓
等
事

05
疑
云
騰
身
之
義
如
何
答
為
現
威
勢

動
身

也
又
法
鼓
者
何
等

答
喩
説
法

06
勇
猛
現
威
光
等
事

疑
云
勇
猛ノ
義
如
何
答
忿
怒
形
故
雄
猛
義
也

花
厳ニハ
意

07
云
荘
厳
身
者
正
法
輪
身
也
摂
受
也
変
化
身
者
教
令
輪
身
也
折
伏

也
08
手
中
香
色
乳
等
事

疑
云
手
中
香
等
者
有
何
証
拠

答
請
観
音

経
『
大
正
蔵
』巻
二
〇

・
三
六
頁
中
意

云
現

一
九
九

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



09
身
作
餓
鬼
手
出
香
色
乳
飢
渇カツ
不
逼
者
発
菩
提
心
施
令
得
飽
満
文

又
香
色
者

10
何
色

答
有
云
赤
色

飢
餐
九
定
食
等
事

疑
云
九
定
者
何

等

答

11
四
□
□
空
滅
尽
定
之
九
次
第
定

声
韻
合カナウ
宮
商ニ
等
事

疑

云
宮
商
者

12
□
□

答
五

ヰ
ン韻ヒヽ

キ

也
今
挙
初
二

也
義
寂
大
経
義
記
云
五
韻
者
謂

宮
商
角

九
丁
左

01
徴
羽ナリ
土
之
音
為
宮

金
之
音
為
商

木
之
音
為
角

火
之
音
為
衝

水
之
音
為
羽
従

02
五
行
出
五
韻
也
文

枝
中
明
実
相
等
事

疑
云
明
者
意
如
何
答

説
義
也

03
標
心
運
想
等
事

疑
云
運
想
之
義
如
何
答
上
経テ
事

諸
仏
聖
衆

供
養
香
花

04
今
心ニ
十
方
法
界ノ
香
花
等
請
道
場

運
供
養
聖
衆
之
想

也
例
如
真

言
理
供
養

05
等

此
大
乗
意
也
三
乗
教
法ノ
相ニハ
不
可
云
也

奉
請
十
方
法
界
乃至

光
明
宝
蔵
等
事

06
疑
云
今
奉
請
之
義
依
何
経
論
説

答
花
厳
経
説
也
大
日
大
集
経

等
也

07
又
香
花
音
楽
等
一
々
差
別
相
如
何
答
標
量
已
下
事

也

08
一
切
天
人
変
化
荘
厳
供
養
海
等
事

疑
云
天
与
人

答
天
即
人

也
意
云
菩
薩
声
聞

09
従
心

出
現
一
切
事

也
而
今
行
者
請
彼
荘
厳

欲
供
養
聖
衆

也

又
変
化
者
意
如
何

10
答
声
聞
平
等
分
心

諸
事
出
現
云
変
化

也
雲
者
喩
也
雲
集
義
也

11
随
心
変
現
受
用
作
仏
事
等
事

疑
云
随
心
者
為
能
請
心
為
所
請

心

答
能
請
心
也

12
下
接
高
讃
云
願
往
生
々
々
々
…
…
常
供
養
等
事

尋
云
更
先
々

標
量
願
往
生
々
々
々

一
〇
丁
右

01
等
之
言

有
何
由

答
如
先
ニ々

料
簡

於
中
間

兼
初
□
…
□

02
待
唱
梵
声
尽
即
坐
等
事

答
梵
声
者
何
等

答
下ノ
行
道
読
梵

也
03
意
云
梵
声
者
□
清
浄
声

事
也
謂
非
世
間
狂
言
綺
語

請
諸
仏
声

二
〇
〇

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）



故
云
梵
声
也

04
一
切
恭
敬
等
事

疑
云
一
切
者
能
敬

所
敬

答
所
敬
ミ
タ
釈

十
方
如
来
等
也

05
有
云
能
敬
也
若
所
敬
可
云
恭
敬
一
切

故

行
道
讃
梵

云
等

事

疑
云
讃
梵

06
者
何
義

答
讃
即
梵
也
梵
者
称
美
也

散
花
楽
等
事

尋
云
依

何
文

07
答
五
会
讃

巻
本
、『
大
正
蔵
』
巻

四
七
・
四
七
六
頁
上

云
散
花
楽
文
依
大
般
若
経
散

花
品
文

過
現
諸
仏
等
霊
等
々
事

08
疑
云
此
句
挙
仏
宝

答
爾
也

又
霊
等
者
何
等

答
云
諸
仏

霊イツクシキ
儀

事
也

09
又
或
本
云
霊
儀
何
為
正

答
霊
儀
為
正
也
又
何
不
挙
僧
宝

答
略
也

10
偏
標
念
仏
最
為
親
等
事

疑
云
念
仏
有
三
縁
何
偏
云
親

答
今

先
挙
初
也

11
人
能
念
仏
乃至

仏
知
人
等
事

疑
云
一
此
行
明
何
義

答
明
親
縁

之
由

又
念
与

12
想
有
何
差
別

答
麁
細
異
也
念
者
明
記
不
忘
也
想
者
取
像
為
体

也一
〇
丁
左

01
亦
心
所
違
別
也

私
云
此
義
不
爾

以
真
観ノ
三
縁
之
釈
准
彼

案
之

今
人
能
念

02
仏
々
還
念
者
散
心
也
此
約
三
業

如
真
身
観ノ
口
常
称
念
等

此
即

念
仏
三

03
昧
為
宗
之
意
也
専
心
想
仏
々
知
人
者
此
約
意
業ノ
一
辺

如
真
身

観ノ
衆
生

04
憶
念
仏
等

此
即
観
仏
三
昧
為
宗ノ
意
也
意
云
本
願
乃
至
十
念
々

仏ノ
中ニ
亘
三

05
業ニ
有ヲ
定
散ノ
念
仏

釈
顕
也
余
処ニ
称
我
名
号
等
者
此
三
業ノ
中ノ
散
称ハ

本
願ノ

06
正
意
往
生ノ
正
業
偏ニ
在
之

故
釈
肝
要

也

一
切
廻
心
向
安
楽
等

事

疑
云
已

07
下
四
句
明
何
等
義

答
明
近
縁
也

又
廻
心
者
為
安
心
辺
為

起
行
摂

08
答
安
心
也

行
者
見
已
心
歓
喜
等
事

疑
云
已
下
四
句
明
何
等

義

答
明
増

二
〇
一

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
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』
に
つ
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て
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09
上
縁

也

花
開
見
仏
□

為
等
事

疑
□
或
本
云
花
開

何
為

正

答
花
開

10
本ハ
吉
也
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
如
先
ノ々

料
簡

也

11
聖
人
所
重
乃至

遍
体
入
等
事

疑
云
命
者
為
聖
人
命
為
所
化
衆
生

命
12
答
聖
人
命
也

又
捨
千
頭
者
誰
人
所
行

答
釈

因
行
也

又

長一
一
丁
右

01
遍
体
入
者
誰
人
所
行

答
如
前
上ノ

自
取
身
彼
写
経

等
事

疑
云
為
誰

02
人
所
行

答
釈

因
位
所
行
也

千
灯
炎
々
乃至

散
花
周
等
事

疑
云
為
何

03
菩
薩
所
行

答
釈

菩
薩
也
有
云
炎
魔
菩
薩
事

始
服
人
身

聞
正
法
等
事

04
疑
云
服ウケテ
者
文
点
如
何
答
如
上

専
心
聴
法
入
真
門
等
事

疑

云
真
門
者
何
等

05
答
浄
土
也
有
云
仏
法
也

浄

生
乃至

金
剛
身
等
事

疑
云
為
浄

土
即

生
為
浄

06
土
与

生

答
浄
土
即

生
也

又
望
何
等
義
云
亦

答
浄
土

与

生

相
対

07
云
亦

也

又

別
之
義
如
何
答
如
上
云

又
生
浄
土
者
解
脱

之
一
分
何
云
究
竟
解
脱
等

08
答
既
叶
不
退

者
分
有
所
得
故
也
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者

如
先
々
料
簡

09
自
覚
心
頑
乃至

臥
銅
車
等
事

疑
云
神
識
与
覚
心
有
何
別

答
覚

心
者
第

10
六
識
也
神
識
者
第
八
識
分
斉
也
又
此
如
次
麁
細
異
也

又
神
識

闇
鈍
義
何

11
依
地
獄
余
失

答
必
可
依
也

又
銅
車
者
何
等

答
説
観
仏
経

巻
五
『
大
正
蔵
』
巻

一
五
・
六
七
四
頁
上

銅
車
地
獄
文

12
天
曹
地
府
等
事

尋
云
何
等

答
天
曹
者
司ツカサトル
天

神
也
人
間ノ

目ツクハン
種
事
也
地

一
一
丁
左

01
府
者
司
地

神
也
人
間
府
生
種
事

三
十
六
王
地
獄
典
領
等
事

疑
云
卅
六

02
王
者
何
等

答
卅
六
禽

天ニ
廿
八
宿
地ニ
卅
六
神
云ヘリ
爾
者
地
獄

二
〇
二

称
名
寺
聖
教
『
法
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光
明
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』
に
つ
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て
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有
卅
六
王

03
浄
土
三
昧
経
八
揚
経

又
地
獄
典
領
者
何
等

答
獄
卒
等
也

04
陰
陽
道
祭
文
云

05
謹
奉
請

天
曹
具
官
来
下
就
座

々
々
々

地
府

々
々
々
々
々
々

06
々
々
々

水
官
々
々
々
々
々
々

々
々
々

北
帝

大
王
々
々
々
々
々
々

07
々
々
々

五
道
大
王
々
々
々
々
々
々

々
々
々

泰
山

府
君
々
々
々
々
々
々

08
々
々
々

司
命
君
々
々
々
々
々
々

々
々
々

司
禄

君
々
々
々
々
々
々

09
々
々
々

六
曹
判
官
々
々
々
々
々
々

々
々
々

南
斗

好
星
君
々
々
々
々
々
々

10
々
々
々

北
斗
七
星
君
々
々
々
々
々
々

々
々
々

家
親

丈
人大

々
々
々
々
々
々

11
陰
陽
等
云
雖
挙
名
許

未
知
其
体
何
物
云
事
云

々

已
上
可
見

弘
決
第
七
委
如
釈
也

12
天
神
地
神
乃至

一
□
霊
祇
等
事

疑
云
何
等

答
弘
決
二
『
大
正
蔵
』

巻
四
六
・

一
九
五

頁
下

云
地
神
曰

天
神
曰

一
二
丁
右

01
霊
文

仏
法
守
護ノ
権
化
也

及
衆
賢
聖
等
事

疑
云
上
請
諸
声
聞

衆
等
畢
何

02
重
云
衆
賢
聖
等

答
菩
薩
大
士
縁
覚
声
聞ノ
外
賢
聖
等

披
心

懺
悔
等
事

03
疑
云
披
心

者
其
義
如
何
答
発
露
義
也

道
場
衆
等
内
外
爾
許

多
人
等
事

04
疑
云
内
外
者
何
等

答
行
法
衆
為
内

聴
衆
為
外

也

常
起
一

切
悪
相
続
等
事

05
疑
云
常
与
相
続
有
何
別

答
常
者
地
体
悪
也
相
続
者
刹

那
々
々
起
悪
也

06
一
切
悪
障
乃至

聞
仏
法
僧
障
等
事

疑
云
業
障
与
生
死
罪
障
有
何

別

答
一
切
悪

07
障
者
総
標
也
業
障
等
者
別
釈
也
謂
業
障
因
也
報
障
果
也
末
也
煩

悩
障
因
也

08
生
死
罪
障
果
也
本
也

又
報
障
与
不
得
見
聞
仏
法
僧
障
有
何
別

答
報
障

二
〇
三

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
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09
者
或
生
辺
地

或
生
屋

家

等
也
不
得
見
聞
等
者
生
悪
律
儀
家

生
障
者
也

10
是
故
経
言
乃至
寒
氷
地
獄
等
事

疑
云
指
何
経

答
同
地
獄
経
也

11
仏
言
阿
鼻
地
獄
乃至

八
万
由
旬
等
事

疑
云
仏
言
者
上
所
引
之
経

答
爾
也
上
数
今

12
相
也

有
八
万
四
千
重
等
事

疑
云
横
竪
二
重
中
何

答
難
知

口
云
竪
重
也

一
二
丁
左

01
頭
如
羅
刹
□
口
如
夜
叉
口
等
事

疑
云
羅
刹
与
夜
叉
其
差
別
如

何
答
普

02
云
両
巻
疏
也

門
品
疏

『
法
華
文
句
』
巻
一
〇
下
、『
大

正
蔵
』
巻
三
四
・
一
四
七
頁
上

云
夜
叉
翻
捷セツ
疾
鬼

羅
刹

翻
食
人
鬼

二
部
是
北
方
所
領
者
文

03
有
云
地
行
夜
叉

教
行
云
羅
刹

也
云

々

有
云
羅
刹
中
食
人ノ
生
気

云
夜
叉
也
云

々

04
如
十
里
車
等
事

疑
云
十
里
車
者
何
等

答
難
知
但
推ニ
挙
大
分

斉
05
又
此
句
結
前
為
生
後

答
結
前

喩
鉄
丸ノ
分
斉

故
云

々

此

城
苦
事
乃至
苦
中
苦

06
者
等
事

疑
云
八
万
億
千
苦
者
何
等

答
上
来
地
獄
苦ヲ
八
万
億

千
集テ
ア
ヒ
地

07
獄
重
受
云
也

従
ア
ヒ
地
獄
上
衝ツクニ
大
海ノ

山
下
等
事

疑

云

山
者
何
等

08
答

石
異
名
也

劫
三
宝
許
染
三
宝
等
事

疑
云

劫
三

宝
義
如
何

09
答

隠
取

顕
取

劫
三
宝
物

云
事
也

又
汚
染
之
義
如
何
答
於
三
宝
処

行

不
浄
等
事
也

10
作
如
是
等
殺
逆
罪
者
等
事

疑
云
逆
罪
者
指
五
逆

答
従
多

分

云
也

11
風
刀
解
時
等
事

尋
云
意
如
何
答
鈔
批
第
五
『
行
事
鈔
批
』巻
三
本
、

『
卍
続
蔵
』巻
四
二
・

六
六
九

頁
中
意

云
言
刀
風
解
身
者
経
云
臨
終
也

12
時
色
黒
者
定
随
地
獄
色
青
者
堕
畜
生

色

者
堕
餓
鬼
若
如
常
白

一
三
丁
右

01
生
於
人
中
倍
如
常
赤
白
端
正
者
得
生
天
上
此
必
是
風
刀
之
相
也

02
化
閻
羅
王
乃至

不
孝
父
母
等
事

疑
云
化
者
為
権
化
為
反
化

答

反
化
也
次
下
云

03
作
是
語
已
即
滅
不
現

故
也
有
云
権
化
也
仏
説
閻
羅
王
授
記
四

二
〇
四

称
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光
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て
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衆
逆
修
往

04
生
浄
土
経
『
預
修
十
王
生
七
経
』、『
卍
続

蔵
』
巻
一
・
四
〇
八
頁
上

云
経
云
閻
羅
天
子
於
未
来

世
当
得
作
仏
名
曰
普
賢
如
来
乃至
国コク
名

05
花
厳
文

又

『
預
修
十
王
生
七
経
』、『
卍
続

蔵
』
巻
一
・
四
〇
八
頁
中

云
有
二
因
縁
一
是
住
不
思

議
解
脱

不
動
地
菩
薩
為
欲
摂
化
極

苦楽

06
衆
生

示
現シテ
作
彼

魔
羅
王

二
為
多
生
習
善
犯
戒
故
退
落

魔
之天

中

作

07
大
魔
王
管
摂
諸
鬼
科
断
閻
浮
提
内
十
悪
五
逆
一
切
罪
人
繫
閉
牢

獄
日
夜

08
受
苦

輪
転
其
中

随
業
報
身
定
生
住
死
文

又
獄
種
者
意
如
何

答
地
獄
種
類
也

09
種
者
玉
篇
云
類
也
輩
也
文

如
是
寿
命
尽
一
大
劫
等
事

疑
云

間
寿
量
一

10
中
劫
相
違
如
何
答
経
論
異
説
也

十
八
苦
事
一
時
来
迎
等
事

疑
云
十
八
苦

11
事
者
何
等

答
難
知
可
見
観
仏
経

上ノ
十
八
風
刀

12
具
五
逆
者
乃至

足
満
五
劫
等
事

疑
云
就

間
獄
寿
量
上
云
一
大

劫
今
云
五
劫
相

一
三
丁
左

01
違
如
何
答
毘
曇
有
部
意
五
逆
受
一
度

云
故
具
作トモ
五
逆

可
云

一
中
劫
今
経
部
成

02
実
意
五
逆
云
受
五
劫

也
又
大
乗
実
説ハ
云

量
劫

03
下
接
高
讃
云
懺
悔
至
心
帰
命
ア
ミ
タ
仏
等
事

尋
云
指シテ
懺
悔

已
至
心
帰
命
ア
ミ
タ
仏
云

04
讃
云

答
如
先
々
料
簡

下
接
高
讃
云
者
可
唱
願
往
生
々
々
々

願
在
ミ
タ
会
中
坐

05
手
執
香
花
常
供
養
之
一
返

畢
後
可
唱
懺
悔
已
至
心
帰
命
ア
ミ

タ
仏

也

尋
云
今
指

06
懺
悔
已
至
心
帰
命
ア
ミ
タ
仏

云
下
接
高
讃
云

若
爾
讃
之
言

大ニ
以
不
審
也
如
何
答

07
唯
下
巻
懺
悔
之
終

可
云
下
接
高
和
云

若
爾ハ
讃
之
言
書
写
之
謬

08
四
不
壊
信
三
業
戒
等
事

疑
云
四
不
壊

三
業
戒
者
何
等

答

仏
法
僧
上
加
戒

09
云
四
不
壊

也
三
業
戒
者
□
□
口
摂
者
身
莫
犯
也
大
乗
義
章

巻一

一
、『
大
正
蔵
』
巻
四

四
・
六
八
二
頁
下

云
一
仏
不
壊
浄
二
法

二
〇
五
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10
不
壊
浄
三
僧
不
壊
浄
四
戒
不
壊
浄
文

又
倶
舎
廿
五
云
賢
聖
品
頌

『
大
正
蔵
』巻
二
九

・
一
三
三
頁
中

云
証
浄
有

11
四
種
謂
仏
法
僧
戒
文

旧
訳
云
四
不
壊
浄

十

尽
戒
声
聞
戒
大

乗
戒
等
事

12
疑
云
声
聞
戒
大
乗
戒
者
何
等

答
声
聞
戒
者
二
百
五
十
戒
也
大

乗
戒
者
梵

一
四
丁
右

01
網

等
十
重
戒
也
有
云

等
十
重
者
十

尽
戒
也
大
乗
戒

者
三
聚
浄

02
戒
也

又
十

尽
即
菩
薩
戒
也
何
重
云
大
乗
戒
等

答
声
聞

戒
大
乗
戒
者
結
上
也

03
謂
自
五
戒

至
三
業
戒

者
結
声
聞
戒

也
十

尽
戒
結
大
乗
戒
也

04
四
重
八
戒
等
事

疑
云
八
戒
者
何
等

答
指
地
持
論
八
重

也

普
賢
経
立
六
重
也

05
楽
行
六
貪
六
弊
業
等
事

疑
云
六
貪
者
何
等

答
色
声
等
六
境

其
云

06
六
貪トモ
云
六
欲

也
六
弊
者
六
度
裏
也
アサムク

突ツク
於
万
事

不
受
相

貌
也
突ツク
鼻ヲ

07
云ニ
辛
字
也

不
知
身
中
有
如
来
仏
性
障
等
事

疑
云
不
知
身
中

仏
性
者
即

08
往
生
浄
土
障

カ
答
全
不
爾

也

貪
シ

一
切
衆
生ノ
酒
宍
五
辛

等
事

疑
云

09
文
点

意
如
何
答
如
上ニ
意
云
一
切
衆
生ノ
宍ト
又
所
数ノ
五
辛
之ヲ
食

云
事
也

10
有
云
酒
言
五
辛ト
云テ
常ノ
名
目ニハ
相
従

若
故
作

作
戯
笑
作
愛

憎
作
等
事

11
疑
云
故
作

作
等
一
々
其
差
別
如
何
答
故
作
者
殊
結
称スル
也
已

下
可
知

12
地
獄
経
云
若
有
衆
生
作
是
罪
者
等
事

疑
云
地
獄
経
者
一
経
別

名

答
不
爾

一
四
丁
左

01
観
仏
経
也
従
所
説
法

云
地
獄
経

也
例
如
説
浄
土
法
門

云
浄

土
経

02
風
刀
解
身
等
事

疑
云
何
経
論
説

答
如
上
云

競
分
其
身
取

心
而
食
等
事

03
疑
云
取
心
而
食
者
意
如
何
答
心
者
云
中

云
分
其
身

故
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一
々
花
葉
八
万
四
千
等
事

04
疑
云
文
意
如
何
答
難
知
但
罪
人
身
形

云
身
如
鉄
花

故

一
々
葉
頭
乃至
在
一
隔

05
間
等
事

疑
云
地
獄
衆
生
具
支
節
之
相
如
何
答
正
理
論
人
間
人

形ノ
如
等
云ヘリ
ア
ヒ

06
曇
婆
娑
論
第
七
『
大
正
蔵
』
巻
二

八
・
四
八
頁
上

云
地
獄
衆
生
其
形
云
何
答
曰

其
形
如
人
言
語
云
何
答
曰
初
生
未

07
受
苦
痛
時
尽
作
聖
語
受
苦
痛
時
雖
出
苦
痛
声
乃
至

有
一
言
可

分
別

08
者
但
有
打レテ
棒
壊
裂
之
声
文

地
獄
不
大
乃至

大
地
獄
中
等
事

疑

云
一
人
身
量
遍

09
満
獄
中
者
余
人
随
獄
之
時
是
不
相
障

答
一
人
堕
時
満
城

二
三
人
堕
時
満

10
城

云
也
例
如
随
桶
入

云
々

経
歴
八
万
四
千
大
劫
等
事

疑
云
此
地
獄
寿
量

11
一
中
劫
也
相
違
如
何
答
異
説
也

具
五
逆
罪
破
壊
僧
祇
等
事

疑
云
五
逆

12
之
罪
外
指
何
罪
云
破
壊
僧
祇

答
或
云
上
五
逆ニハ
入
破
転
法
輪

今
破
和

一
五
丁
右

01
合
僧
云
破
壊
僧

也
提
婆
取
五
百
仏
弟
子

破
和
合
相
也
雖
仏

法

説
五

02
法
破
転
法
輪
也
今
開
之

也
或
云
毀
謗
尊
僧
也
正
理
論

巻
四
三
、

『
大
正

蔵
』
巻
二
九
・
五
八
七

頁
下
｜
五
八
八
頁
中
意

云
若
衆
忍
許
彼
所
説

03
時
名
為
破
僧
亦
名
破
法
輪
文

故
破
僧
破
法
一
也
若
爾
上ハ
破
法
輪

今
破

磨
僧
也

04
光
十
八
引
婆
娑
一
百
一
十
六

『
倶
舎
論
記
』、『
大
正
蔵
』

巻
四
一
・
二
七
八
頁
下

云
問
破

磨
僧
破
法
輪
僧
有
何
差
別
乎
答
破

磨

05
者
謂
一
界
内
二
部
僧
各
々
別
住ノ
作シテ
布

他ヲ

磨
説
戒ス
破
法
輪

者
謂
立ツ
異
師

06
異
道

如

提
婆
達
多
言

我
是
大
師
非
沙
門
喬
答
摩
五
法
是
道

非

喬
答
摩ノ

07
所
説ノ
八
支
聖
道
文

今
対
三
宝
乃至

懺
悔
即
安
楽
等
事

疑
云
上

一
段
即
明
懺
悔
畢

08
重
修
懺
悔
法
有
何
意

答
上
挙
地
獄
苦
果

懺
悔
今
挙
地
獄
業

因

懺
悔
也
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09
又
安
楽
者
懺
悔
滅
罪
之
相

答
爾
也
律
名
目
也
謂
懺
悔スレハ
即
安

楽
也ト
云
也
四
分

10
戒
品
定
賓
疏

『
四
分
比
丘
戒
本
疏
』
巻
下
、『
大

正
蔵
』
巻
四
〇
・
四
七
八
頁
上
意

云
欲
求
清
浄
者
懺

悔セヨ
懺
悔
則
安
楽
文

不
計
我
悪
如
草
覆フク
地
者

11
其
義
如
何
答
定
賓
疏

『
四
分
比
丘
戒
本
疏
』
巻
下
、『
大

正
蔵
』
巻
四
〇
・
四
八
九
頁
下
意

云
応
与
如

草
布
地
当
与
如
草
布
地
文

意
云
茂
草
覆

12
地

時
如
不
見
穢

以
大
慈
悲
草

覆
蔵
善
罪
障
穢
地

給
云
也
所

引
文
意
約
大

一
五
丁
左

01
衆

布ホト
施コシテ
歓
喜ヲ
受
我
懺
悔
等
事

疑
云
文
点

義
如
何

答
如
上
意
以

02
歓
喜

納
受
我
懺
悔

云
也

已
作
之
罪
願
滅
除
未
起
之
罪
願
不

生
等
事

疑
云

03
文
意
説
何
事

答
説
四
正
勤

也

願
従
今
日
乃
至
不
起
忍
已

来
等
事

04
疑
云
不
起
忍
者
何
等

答

生
忍
異
名
也
旧
訳
言
也
大
乗
義
章

第
一
『
大
正
蔵
』巻
四
四

・
四
六
五
頁
中

云

05
不
起
忍
者
是
七
地
已
上

上
忍
也
文

永
断
相
続
更
不
敢
覆
蔵

等
事

06
疑
云
罪
垢
覆
蔵
者
有
何
過
失

答
罪
増
長
也

下
接
高
讃
云
願

往
生
…
…

07
高
接
下
讃
云
願
往
生
…
…
常
供
養
等
事

尋
云
更カハテ
先
ニ々

今
両

重ニ
釈ル
有
何

08
由

答
如
最
初
料
簡

可
有
唱
一
返
更
又
可
有
唱
二
返

故ニ
上ニハ

誦
一

09
返
也
此
二
返ハ
結
前
也
可
属
上ノ
文
段

也
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〇
八
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